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㊳七夕の短冊に願い込め

　町田キャンパス 30 号館１階中庭の竹に七夕の短冊が飾られた。
　本取り組みは、「願いは、書くと少し近づく」のコンセプトのもと 21
世紀アジア学部が企画。６月中旬から、30 号館エントランスにフリー
スペースを設置すると、同学部の学生らが夢や願いなどを思い思いに
綴った。集まった 100 枚を超える短冊に書かれていたのは「家族の健康」
や「学業成就」などさまざま。学生らの願いや夢は、七夕の夜に光るど
んな星よりも輝いてみえた。

（令和８年７月７日撮影、町田キャンパス 30 号館・中庭）

◆鶴川祭（町田キャンパス）　：10月11・12日
◆楓門祭（世田谷キャンパス）：11月２・３日
◆多摩祭（多摩キャンパス）　：11月１４・１５日
◆ホームカミングデイ：11月３日11時～12時

会場：世田谷キャンパス多目的ホール
招待者：卒業後60年目（昭和42年
卒）、50年目（同52年卒）、40年目

（同６２年卒）、30年目（平成９年
　卒）、20年目（同１９年卒）、10年目
　（同２９年卒）
　【お問い合わせ】
　総務課：０３（5481）3112
◆第5回救急救命士会フォーラム：９月12日 

13時～16時５0分
会場：多摩キャンパス2５号館臨床実習室

イ
ベ
ン
ト
情
報 ホームカミングデイ

の詳細はこちら

　
本
学
は
法
律
に
基
づ
く
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と

し
て
次
の
期
間
中
、
学
園
を

閉
鎖
し
ま
す
。
こ
の
間
に
管

理
者
・
許
可
者
以
外
は
入
構

で
き
ま
せ
ん
。

■
世
田
谷（
中
学
・
高
校
区
域

含
む
）・
町
田
・
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
：
８
月
10
日
～
18
日

学
園
閉
鎖
の

お
知
ら
せ

梅
棟（
仮称
）の
地
鎮
祭
行
う

令
和
10
年
３
月
完
成
予
定

（
仮
称
）
梅
棟
の
地
鎮
祭

で
鍬
入
れ
を
す
る
瀬
野
理

事
長

　
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境

整
備
事
業
の
第
１
期
と
し
て

進
め
る
（
仮
称
）
梅
棟
の
新

築
工
事
を
前
に
、
地
鎮
祭
が

７
月
６
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
建
設
予
定
地
で
執
り

行
わ
れ
た
。
本
学
か
ら
瀬
野

隆
理
事
長
、田
原
淳
子
学
長
、

渡
邊
隆
校
長
を
は
じ
め
と
す

る
学
園
役
職
者
ら
29
人
、
株

式
会
社
久
米
設
計
か
ら
７

人
、
株
式
会
社
淺
沼
組
か
ら

14
人
が
参
列
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
た
。

　
神
事
は
、
世
田
谷
八
幡
宮

宮
司
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
地

鎮
の
儀
で
は
関
係
者
の
代
表

が
そ
れ
ぞ
れ
鎌
入
れ
、
鍬
入

れ
、
鋤
入
れ
を
行
っ
た
。
玉

串
奉
奠
（
ほ
う
て
ん
）
で
は

関
係
者
ら
が
工
事
の
無
事
を

祈
願
し
、
玉
串
を
神
前
に
奉

納
し
た
。

　
神
事
終
了
後
の
あ
い
さ
つ

で
瀬
野
理
事
長
は
「
本
事
業

は
第
二
の
建
学
と
も
い
え
る

一
大
事
業
。
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
を
設
立
の
趣

旨
と
す
る
国
士
舘
の
志
を
継

承
し
つ
つ
、
学
生
が
次
世
代

に
向
け
て
誇
り
を
も
っ
て
学

び
、
地
域
と
交
流
で
き
る
拠

点
と
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　
梅
棟
は
、
準
備
工
事
が
６

月
15
日
か
ら
始
ま
り
、
本
工

事
は
７
月
15
日
に
着
工
。
基

礎
工
事
や
躯
体
工
事
な
ど
を

順
次
進
め
な
が
ら
、
令
和
１０

年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

学
生
考
案
メ
ニ
ュ
ー
完
売

各
国
料
理
囲
み
247
人
破
顔

　
経
営
学
部
・
田
中
史
人
ゼ

ミ
に
所
属
す
る
４
年
生
の
大

神
田
健
人
さ
ん
、
板
橋
航
さ

ん
、
長
島
さ
く
ら
さ
ん
の
３

人
が
５
月
13
日
、
本
学
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
８

分
に
位
置
す
る
カ
フ
ェ「my new house

」
で
１
日
限
定

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
た
。

　
大
神
田
さ
ん
ら
は
田
中
教

授
の
も
と
で
事
業
創
造
や
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
学
び
な
が
ら
実
践
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

で
カ
フ
ェ
の
オ
ー
ナ
ー
・
後

藤
愛
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
学
生
の
「
食

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
し
た

い
」
と
い
う
熱
意
と
「
学
生

と
共
に
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
い
う
後
藤
さ
ん
の
想

い
が
一
致
し
て
実
現
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
３
時
間
の
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
販
売
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
。
成
功

の
た
め
に
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の

立
案
や
調
理
方
法
の
工
夫
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
広
報
活

動
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
は
山

積
み
だ
っ
た
。

　
学
生
ら
が
一
貫
し
て
心
が

け
た
の
は
＂
計
画
性
＂。
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
あ
る
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
学
生
ら
し
さ
を
軸
に
置

き
な
が
ら
、
価
格
設
定
や
地

域
へ
の
告
知
活
動
な
ど
に
は

学
部
で
の
学
び
を
生
か
し
て

計
画
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
当
日
は
、
３
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
で
奮
闘
し
、
店
内

は
地
域
の
方
々
で
満
席
の
大

盛
況
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
当

初
想
定
し
て
い
た
45
食
を
大

き
く
上
回
る
60
食
超
を
売
り

上
げ
た
。
営
業
中
は
細
か
な

ト
ラ
ブ
ル
に
も
見
舞
わ
れ
た

が
、
オ
ー
ナ
ー
の
後
藤
さ
ん

ら
の
助
言
で
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
失
敗
も
新
た

な
発
見
も
実
践
の
場
で
し
か

得
ら
れ
な
い
学
び
の
連
続
だ

っ
た
。

　
挑
戦
し
た
学
生
ら
は
「
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
人

を
幸
せ
に
す
る
喜
び
を
知
り

ま
し
た
」
と
、
充
実
感
を
に

じ
ま
せ
た
。

　
本
学
に
在
籍
す
る
外
国
人

留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の

交
流
活
性
化
を
目
的
と
し
た

初
の
学
生
主
催
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ-
Ｆ
Ｅ

Ｓ
２
０
２
６
」が
５
月
19
日
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
34
号

館
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催

さ
れ
、
６
カ
国
の
留
学
生
と

日
本
人
学
生
合
わ
せ
て
２
４

７
人
が
集
っ
た
。

　
実
行
委
員
長
の
森
貞
叶
夢

さ
ん
（
経
営
４
年
）
が
中
心

と
な
り
、
劉
雅
馨
さ
ん
（
文

３
年
）
が
代
表
を
務
め
る
本

学
留
学
生
会
が
連
携
し
て
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担

っ
た
。

　
当
日
は
、
森
貞
さ
ん
が
開

会
宣
言
。「
＂
居
場
所
が
ほ

し
い
＂
と
感
じ
る
仲
間
に
、

安
心
し
て
交
流
で
き
る
場
を

届
け
た
い
」
と
イ
ベ
ン
ト
に

込
め
た
思
い
を
説
明
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ク
ラ
ブ
・
サ

ー
ク
ル
紹
介
、
世
界
各
国
の

食
事
が
楽
し
め
る
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
な
ど
多
様
な
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
中
で
も
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
に
は
、「
文
化
の

違
い
を
受
け
止
め
る
た
め
に

は
、
各
国
の
食
事
を
楽
し
み

つ
つ
、
互
い
に
交
流
を
図
る

こ
と
が
必
要
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
料
理

を
手
に
し
た
来
場
者
ら
に
は

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
自
然
と
会

話
が
弾
ん
で
い
た
。
居
合
道

部
と
軽
音
楽
部
に
よ
る
ク
ラ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
大
抽

選
会
も
実
施
さ
れ
、
本
イ
ベ

ン
ト
は
来
場
者
に
学
部
・
学

科
、
国
籍
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
越
え
て

笑
顔
と
居
場
所
を
届
け
る
場

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
低
酸
素
シ
ス
テ
ム

の
説
明
に
聞
き
入
る
来
場
者
ら

見て触れて感じて…オープンキャンパス盛況
　
本
学
は
４
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、
令
和
９
年
度
入
学
希
望
者
向

け
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
世

田
谷
・
町
田
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

で
合
わ
せ
て
５
回
開
催
、
５
４
９

１
人
が
来
場
し
た
。

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大
学
紹

介
や
入
試
説
明
会
、
学
部
・
学
科

説
明
会
を
通
じ
て
、
本
学
の
特
徴

や
今
年
度
に
実
施
さ
れ
る
入
試
の

留
意
点
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
留

学
制
度
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、

奨
学
金
な
ど
学
生
生
活
に
関
す
る

質
問
に
教
職
員
が
答
え
た
ほ
か
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
ン
チ
体
験
や
在
学

生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア

ー
も
実
施
し
、
来
場
者
に
本
学
の

魅
力
を
紹
介
し
た
。

　
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
ツ
ア

ー
で
は
、
４
月
か
ら
新
た
に
導
入

さ
れ
た
「
低
酸
素
シ
ス
テ
ム
」
な

ど
の
各
種
最
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

案
内
し
、
専
門
知
識
を
有
す
る
担

当
教
員
か
ら
詳
細
な
説
明
が
行
わ

れ
た
。
来
場
者
ら
は
、
本
学
な
ら

で
は
の
施
設
を
目
の
当
た
り
に

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
へ
の
想

像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
８

月
に
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ご
家
族
ら
修
学
環
境
理
解

教
育
懇
談
会

茶
道
体
験
や
模
擬
授
業
も

田原学長からご家族らに本学の
取り組みや特色について紹介

　
本
学
は
、
令
和
８
年
度
教

育
懇
談
会
を
７
月
12
日
ま
で

に
世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
、
地
区
会
場
と
し

て
仙
台
市
と
浜
松
市
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
、
合
わ
せ
て
１

６
５
０
人
の
ご
家
族
が
参
加

し
た
。

　
教
育
懇
談
会
は
、
昭
和
62

年
か
ら
続
く
ご
家
族
と
の
意

見
交
換
の
場
で
、
今
年
度
は

東
京
３
会
場
、
地
区
４
会
場

（
宮
城
・
静
岡
・
新
潟
・
大

阪
）
で
合
わ
せ
て
８
回
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
６
月
20
日
に
は
、
町
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
21
世
紀
ア
ジ
ア

学
部
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

体
育
学
部
の
全
学
年
の
ご
家

族
を
対
象
に
開
催
し
た
。

　
全
体
会
で
田
原
淳
子
学
長

は
、
本
学
の
教
育
方
針
や
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、

留
学
制
度
や
語
学
研
修
な
ど

の
多
彩
な
国
際
交
流
の
機
会

を
紹
介
し
た
。
国
士
舘
大
学

教
育
後
援
会
の
山
田
愼
吾
会

長
は
同
後
援
会
の
趣
旨
や
奨

学
金
な
ど
の
各
種
支
援
制
度

を
、
福
永
晶
彦
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
セ
ン
タ
ー
長
は
本
学

の
就
職
状
況
や
支
援
体
制
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
全
体
会
終
了
後
は
、
学
科

別
説
明
会
や
希
望
者
へ
の
個

別
面
談
を
実
施
。
町
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
茶
道
体
験
や

模
擬
授
業
な
ど
、
本
学
の
学

び
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
行
わ
れ
、ご
家
族
ら
は
、修

学
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

弾
き
語
り
も
登
場
し
た「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
―
Ｆ
Ｅ

Ｓ
２
０
２
６
」で
交
流
を
深
め
る
学
生
ら

「カフェビジネス」を企画し接客
や調理で奮闘する田中ゼミ生ら

国
籍
の
枠
越
え
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流
フ
ェ
ス
初
開
催

事
業
創
造
、地
域
活
性
化
へ
田
中
ゼ
ミ
生
が「
カ
フ
ェ
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
な
っ
た
。

　
森
貞
さ
ん
は
、「（
自
身
の
）

留
学
経
験
が
失
敗
を
恐
れ
ず

に
行
動
す
る
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。
来
場
者
の
笑
顔
が

一
番
の
成
果
で
す
」と
話
し
、

　
本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

主
催
の
言
語
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、
５
月
か
ら
の
３
カ
月

間
、
世
田
谷
と
町
田
の
両
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国
人

留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交

流
促
進
と
語
学
力
向
上
を
目

的
と
し
、
日
常
生
活
の
中
で

互
い
に
言
語
を
教
え
合
い
、

文
化
を
紹
介
す
る
機
会
を
設

け
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
、

参
加
学
生
の
意
見
も
取
り
入

れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開

催
し
、
学
生
が
よ
り
積
極
的

に
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
７

月
１
日
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
七
夕
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
、
日
本
人
学
生
と

４
カ
国
１
地
域
の
留
学
生
ら

１４
人
が
参
加
し
た
。
は
じ
め

に
、
各
国
の
文
化
や
七
夕
に

関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
は
ペ
ア
ご
と

に
相
談
し
な
が
ら
回
答
し
、

異
文
化
理
解
を
深
め
た
。
笹

飾
り
の
ワ
ー
ク
で
は
、
参
加

者
ら
が
短
冊
に
母
国
語
以
外

の
言
語
で
「
剣
道
二
段
合

格
」「
日
本
語
能
力
を
伸
ば

す
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願

い
を
込
め
て
書
き
、
笹
に
飾

っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
は
、
互
い

の
目
標
や
夢
を
共
有
し
合
い

な
が
ら
交
流
す
る
姿
も
見
ら

れ
る
な
ど
、
言
語
学
習
の
み

に
留
ま
ら
ず
、
新
し
い
友
人

や
多
様
な
価
値
観
と
出
会
え

る
貴
重
な
場
と
な
っ
た
。

劉
さ
ん
は
、「
日
本
人
学
生

と
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

言
葉
紡
い
で「
天
の
川
」新
た
な
友

留
学
生
と
共
生
学
生
目
線
で
言
語
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
７
学
部
10
研
究
科
を
有
す
る
本
学
で
は
、
学

部
・
研
究
科
そ
れ
ぞ
れ
で
多
様
な
学
び
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
時
に
は
教
室
の
外
へ
出
て
、
ま

た
授
業
の
枠
を
越
え
て
自
ら
挑
戦
し
、
課
題
を

見
つ
け
、
次
に
向
け
て
試
行
錯
誤
す
る
。
そ
の

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
学
生
は
成
長
を

遂
げ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、
本
学
の
教
育
指
針

「『
読
書
・
体
験
・
反
省
』
を
実
践
し
、『
思
索
』

す
る
こ
と
」
に
通
ず
る
。

　
向
上
心
を
胸
に
自
ら
実
践
し
続
け
る
学
生
ら

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

国士舘の今国士舘の今

さぁ！教室飛び出し学内外で生き生き交流

出
会
い

出
会
い

楽
し
さ

楽
し
さ

国
士
舘
に
は
出
会
い
と
楽
し
さ
が
あ
る
。

本体工事
着　　手

ビ
ジ
ネ
ス
を
主
導
し
た

大
神
田
さ
ん
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令和７年度決算の概要 （財務部）
　令和 ７年度決算は、令和 ８年 ６月10日開催の
理事会において承認されました。以下に掲げる
決算の概要は、学校法人会計基準に基づき作成
した令和 ７年度事業活動収支計算書における収
入・支出及び貸借対照表における令和 ８年 ３月
31日現在に保有する資産、負債並びに純資産の
当年度決算額（対前年度増減比）の状況につい
て説明したものです。
　なお金額は、百万円未満を切り捨てて表示し
ています。

●事業活動収支計算書
　事業活動収支計算書は、教育研究活動に関す
る収支、教育研究活動以外の経常的な（主に財
務的な）収支、当年度に一時的に発生した特別収
支というように活動区分ごとに収支を設け、そ
の内容と均衡状態を明らかにし、経営状況を表
すものです。また本年度取得した資産を将来へ
保持し継続するために各収支差額の合計額から
基本金を組み入れ、組み入れ後の収支の均衡状
態を当年度収支差額として明らかにしています。

1 .教育活動収支
　収入では、全体の ４分の ３を占める学生生徒
等納付金が160億 ３千 ４百万円となりました。学
生生徒数の内訳は、学部学生数12,577人、大学
院学生数314人、高等学校生徒数1,133人、中学
校生徒数197人です（数値はいずれも令和 ７年 ５
月 １日現在、令和 ７年度学校法人基礎調査に準
拠した）。経常費等補助金は、国及び東京都から
合計で33億 ９千 ８百万円の交付を受けました。
主な内訳は、私立大学等経常費補助金で８億 ８
千 ３百万円、「高等教育の修学支援新制度」によ
る授業料等減免費交付金で18億 ４千 ７百万円、
高等学校及び中学校に対する東京都からの経常
費補助金で４億 ８千 ６百万円を計上しています。
その他の収入では、入学検定料を主とした手数
料で ４億 ４千 ３百万円、現物寄付を含む寄付金
で９千 ２百万円、付随事業収入では、学生寮の
運営に伴う補助活動収入で１億 ２千 ５百万円、
防災・救急救助総合研究所などによる受託事業
及び教員が獲得した学外諸機関からの受託研究
による収入で９千万円、地域連携・社会貢献推
進センターが行う地域交流に向けた公開講座収
入で２千 ６百万円、雑収入では、退職金支出に
相応した退職金財団等交付金ほかで７億 ５千 ４
百万円となりました。この結果、教育活動収入

合計では、209億 ６千 ７百万円となりました。
　支出では、人件費で教職員給与等に72億 ８千
５百万円、役員報酬及び退職金に ２億 ９千 ６百
万円、学校法人会計基準の改正により新たに計
上した賞与引当金繰入額に５億 ２千 １百万円、
将来の退職金支払いに備えた退職給与引当金繰
入額に５億 ９千 ２百万円、また簡易的業務支援
に係る学生アルバイト等賃金に５千 ２百万円を
計上した結果、人件費合計では、87億 ４千 ９百
万円となりました。
　次に教育研究経費では、授業料等減免費交付
金の制度利用学生の増加による奨学費の増額、
当年度の施設整備計画の内容（LED工事ほか）
による修繕費の増額、地域交流文化センター及
びプール棟解体による施設解体費の増額などの
影響により、当年度の減価償却額14億 ３千 ７百
万円と合わせて、教育研究経費合計では対前年
度決算比12億 ６千 ８百万円増の83億 ９千 ７百万
円となりました。
　管理経費では、主として学園広報及び学生・
生徒の募集事業等に要した経費と減価償却額を
計上しており、管理経費合計で14億 ２千 ２百万
円となりました。
　徴収不能額等では、当期において未収となっ
た退学者及び除籍者の学生生徒等納付金ほかに
対する合計額で、７千 ３百万円となりました。
これらにより教育活動支出合計は、186億 ４千 ２
百万円を計上しました。
　以上の結果、教育活動収入合計額から教育活
動支出合計額を差し引いた教育活動収支差額
は、23億 ２千 ４百万円の収入超過となりました。

2 .教育活動外収支
　教育活動外収支では、第 ３号基本金引当特定
資産運用収入及び保有する有価証券等の受取利
息・配当金などで ２億 ９千 ６百万円の収入を計
上し、建物等建設資金に要した借入金等利息に
１千 １百万円の支出を計上した結果、収支差額
では ２億 ８千 ５百万円の収入超過となりました。

3 .特別収支
　特別収支では、施設設備の整備を使途指定と
する寄付金、科学研究費補助金により購入した
備品等の現物寄付や過年度修正額（収入）など
により、３千 ２百万円の収入を計上しました。
一方で、地域交流文化センター及び旧プール棟
など建物及び構築物の処分並びに物品の不用決

定や図書の除籍等による資産処分差額や、学校
法人会計基準の改正に伴う賞与引当金の計上に
関連した、期首に計上すべき額としての賞与引
当金特別繰入額、過年度修正額（支出）により、
７億 １千 ９百万円の支出を計上した結果、マイ
ナス６億 ８千 ６百万円の支出超過となりました。
　以上の ３つの区分における収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額は19億 ２千 ４百
万円となり、同 ３区分の収入の合計額である事
業活動収入212億 ９千 ６百万円を分母とする事
業活動収支差額比率（経営状況の健全性を示す
指標）は9.03％（対前年度1.58ポイント減）と
なりました。
　この基本金組入前当年度収支差額から、教育
研究活動に必要な資産を将来継続的に保持する
ために、基本金として22億 ８千 ４百万円を組み
入れた（表示はマイナス）結果、当年度収支差
額はマイナス ３億 ６千万円となり、これに前年
度繰越収支差額を加えた長期の収支均衡を表す
翌年度繰越収支差額は、マイナス210億 ９千 ５百
万円となりました。

●貸借対照表
　貸借対照表は、当年度末における資産・負債・
基本金及び収支差額の残高を示し、財政状態を
明らかにするとともに、教育研究に必要な資産
の保有状況を表示するものです。
　資産の部は、固定資産で707億 １ 千 ９ 百万円
となりました。有形固定資産は、土地で111億
７ 千 ７ 百万円、建物で168億 ５ 千万円、構築物
で21億 ９ 千 ５ 百万円、教育研究用機器備品、管
理用機器備品、図書、車両及び建設仮勘定では
合計で66億 ８ 百万円を計上しました。
　特定資産では、キャンパス環境整備に向けた
第 ２号基本金引当特定資産、奨学基金の充実に
向けた第 ３号基本金引当特定資産、将来の退職
金支払いに充てる退職給与引当特定資産及び累
積する減価償却額の一部に充てる減価償却引当
特定資産、奨学制度の維持向上を目的とする奨
学制度引当特定資産の合計で108億 ８ 千 ９ 百万
円を計上しました。
　その他の固定資産では、多摩丘陵病院への施
設利用権として ８億 ８千 ９百万円、残存期間が
１年を超える長期保有の有価証券として127億
７ 千 ８ 百万円などで、合計229億 ９ 千 ８ 百万円
となりました。
　流動資産では、現金預金に加えて １年以内に

換金もしくは回収可能な資産として146億 ２ 千
６ 百万円を計上しました。
　以上の結果、資産の部は853億 ４ 千 ６ 百万円
（対前年度2.4％増）となりました。
　負債の部では、固定負債で建設資金に充てた
過年度長期借入金の返済残額、また長期未払金
に退職給与引当金を合わせて51億 ２ 千万円とな
りました。
　流動負債では、短期借入金（長期借入金のう
ち翌年度返済を予定する額）、未払金（取引業
者への前年度事業経費の要支払額）、前受金（次
年度事業資金となる学納金等）、預り金（ ３月
分の社会保険料、国士舘大学教育後援会会費、
寮食費、高等学校修学旅行費など）、賞与引当
金を合わせて59億 ９ 千万円となり、負債の部合
計では111億 １ 千万円（対前年度1.0％増）とな
りました。
　純資産の部は、資産の取得を自己資本とする
基本金と繰越収支差額で構成されています。基

本金では、第 １号基本金として、施設にかか
る借入金の返済額及び土地・建物や機器備品
等の施設設備の購入額として879億 ４ 千万円
を組み入れました。第 ２号基本金では、キャ
ンパス環境整備に向けて60億円を組み入れ、
第 ３号基本金では、国士舘奨学基金として １
億円を組み入れ、第 ４号基本金では、恒常的
に保持すべき資金として前年度同額を計上
し、基本金合計では、953億 ３ 千 １ 百万円（対
前年度2.4％増）となりました。
　また、繰越収支差額は、事業活動収支計算
書における翌年度繰越収支差額（当該年度ま
での収支差額の累積額）と同額で、マイナス
210億 ９千 ５百万円を計上し、基本金及び繰越
収支差額を合計した純資産の部は、742億 ３
千 ５百万円（対前年度2.6％増）となりました。
　この結果、負債及び純資産の部の合計は資
産の部と同額の853億 ４ 千 ６ 百万円となりま
した。

瀬
野
理
事
長
が
再
任

　
学
校
法
人
国
士
舘
は
６
月
24
日

ま
で
に
開
催
の
理
事
会
お
よ
び
定

時
評
議
員
会
で
任
期
満
了
に
伴
う

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
選
任
を

行
い
、
当
該
理
事
・
監
事
・
評
議

員
の
再
任
を
決
定
し
た
。
任
期
は

令
和
８
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結

の
時
か
ら
同
11
年
度
定
時
評
議
員

会
終
結
の
時
ま
で
の
約
３
年
間
。

　
理
事
長
に
は
瀬
野
隆
が
再
任
さ

　
令
和
８
年
春
の
叙
勲
等
受

章
者
が
４
月
29
日
付
で
発
表

さ
れ
、
本
学
関
係
者
が
受
章

さ
れ
た
。

【
瑞
宝
中
綬
章
】

百
地
　
章
（
も
も
ち
・
あ
き

ら
）国
士
舘
大
学
名
誉
教
授
。

同
大
学
院
政
治
学
研
究
科
客

員
教
授
。

　
平
成
29
年
に
本
学
政
経
学

部
特
任
教
授
と
し
て
着
任

し
、
大
学
院
政
治
学
研
究
科

で
豊
富
な
学
識
を
も
っ
て
学

生
指
導
に
あ
た
り
、
研
究
者

養
成
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。
専
門
は
憲
法
学
。

れ
た
。
瀬
野
理
事
長
は
令
和
７
年

２
月
19
日
、大
澤
英
雄
理
事
長（
逝

去
に
よ
る
退
任
）
の
あ
と
を
受
け

て
理
事
長
に
就
任
、
以
来
２
期
目

と
な
る
。

　
常
任
理
事
に
は
４
人
が
再
任
さ

れ
た
ほ
か
、
新
た
に
山
根
潤
理
事

が
選
定
さ
れ
た
。

百地章名誉教授
瑞宝中綬章受章

春の叙勲

　
令
和
８
年
度
名
誉
教
授
記
授
与
式
が
６
月
17
日
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
第
１
会
議

室
で
執
り
行
わ
れ
、６
人
に
名
誉
教
授
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

　
式
で
は
田
原
淳
子
学
長
が
、
一
人
一
人
に
名
誉
教
授
記
を

手
渡
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
称
号
は
、
在
職
中
に
教
育
、
学
術
ま
た

は
文
化
の
発
展
に
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
者
を
顕
彰
し
授
与

す
る
。

◇
佐
藤
　
圭
一
（
さ
と
う
・

け
い
い
ち
＝
ア
メ
リ
カ
政
治

史
）
昭
和
59
年
国
士
舘
大
学

大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

平
成
18
年
博
士
（
政
治
学
）

（
国
士
舘
大
学
）。
昭
和
59

年
宗
教
研
究
所
助
手
と
し
て

入
職
し
、
平
成
15
年
政
経
学

部
教
授
。政
治
学
研
究
科
長
、

国
士
舘
大
学
学
長
を
務
め
、

学
園
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。
在
職
42
年
。

◇
平
石
　
正
美（
ひ
ら
い
し
・

ま
さ
み
＝
行
政
学
、
公
共
政

策
）
平
成
７
年
東
海
大
学
大

学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課

程
後
期
単
位
取
得
満
期
退

学
。同
９
年
政
経
学
部
講
師
、

同
18
年
同
教
授
。
大
学
院
政

治
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴

任
。
社
会
連
携
の
充
実
と
公

務
員
養
成
に
尽
力
し
、教
育
・

研
究
活
動
を
広
く
支
え
た
。

在
職
29
年
。

◇
伊
藤
　
挙
（
い
と
う
・
す

す
む
＝
健
康
科
学
）
昭
和
55

年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学

部
卒
業
。
平
成
12
年
体
育
学

部
助
教
授
、同
18
年
同
教
授
。

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
草
創

期
を
支
え
る
と
と
も
に
、
校

医
を
12
年
に
わ
た
り
務
め

た
。
在
職
25
年
。

◇
北
神
　
正
行（
き
た
が
み
・

ま
さ
ゆ
き
＝
学
校
経
営
学
、

教
育
行
政
学
）
昭
和
59
年
筑

波
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学
。
平
成
20
年
体
育
学
部

教
授
。
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
の
設
置
と
と
も
に
本

学
に
着
任
。
学
部
教
育
の
発

展
と
教
員
養
成
の
充
実
に
貢

献
し
た
。
在
職
18
年
。

◇
五
島
　
京
子
（
ご
と
う
・

き
ょ
う
こ
＝
民
法
、家
族
法
）

平
成
３
年
早
稲
田
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
平

成
13
年
法
学
部
助
教
授
、
同

18
年
同
教
授
。
長
年
に
わ
た

り
法
学
部
の
要
職
を
歴
任

し
、
学
部
運
営
お
よ
び
発
展

に
貢
献
し
た
。
在
職
25
年
。

◇
小
口
　
和
美
（
お
ぐ
ち
・

か
ず
み
＝
西
ア
ジ
ア
考
古

学
）
昭
和
53
年
国
士
舘
大
学

文
学
部
卒
業
。
平
成
２
年
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
大
学
院

考
古
学
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。
同
９
年
博
士

（
考
古
学
）（
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
）。
昭
和
58
年
イ

ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
副
手

と
し
て
入
職
し
、
平
成
18
年

同
教
授
、
令
和
４
年
21
世
紀

ア
ジ
ア
学
部
教
授
。
大
学
院

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研
究
科

長
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
、

西
ア
ジ
ア
研
究
の
発
展
に
尽

力
し
た
。
在
職
43
年
。

前
列
左
か
ら
佐
藤
氏
、
平
石
氏
、
伊
藤
氏
、

（
田
原
学
長
）、
北
神
氏
、五
島
氏
、小
口
氏

名
誉
教
授
記　

６
人
に
授
与

【主な経歴】

学生ガイドによる扁額の
解説を聞く参加者ら

　
本
学
の
発
展
と
歴
史
を
見

守
っ
て
き
た
１
本
の
樹
木

が
、
静
か
に
そ
の
役
割
を
終

え
た
―
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号

館
前
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
大
き
な
ク
ロ

マ
ツ
が
５
月
９
日
、
伐
採
さ

れ
た
。
近
年
、
全
国
で
異
常

気
象
の
影
響
な
ど
か
ら
倒
木

が
相
次
い
で
お
り
、
本
学
で

も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
樹
木
状

態
を
点
検
。
人
や
建
物
へ
の

被
害
予
防
の
観
点
か
ら
ク
ロ

マ
ツ
の
状
態
を
鑑
み
て
、
今

回
の
伐
採
と
な
っ
た
。

ク
ロ
マ
ツ
は
伐
採
後
の
年

輪
か
ら
樹
齢
１
０
０
年
を
超

え
る
と
推
定
さ
れ
、
全
長
約

25
㍍
、
樹
冠
幅
約
１
㍍
80
㌢

の
大
樹
で
あ
っ
た
。

　
国
士
舘
史
資
料
室
の
調
べ

に
よ
る
と
、
ク
ロ
マ
ツ
は
大

正
８
年
の
世
田
谷
校
舎
移
転

時
に
植
栽
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
と
い
う
。
昭
和
６
年
頃

の
写
真
資
料
に
は
今
回
伐
採

さ
れ
な
か
っ
た
８
号
館
前
の

１
本
が
確
認
で
き
、
草
創
期

か
ら
数
本
が
同
地
に
存
在
し

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

戦
禍
を
も
免
れ
た
ク
ロ
マ
ツ

は
、
昭
和
42
年
の
構
内
写
真

で
も
そ
の
姿
を
確
認
で
き
る
。

　
国
士
舘
史
資
料
室
は
、
一
般

の
方
を
対
象
と
し
た
国
士
舘
大

講
堂
見
学
ツ
ア
ー
を
５
月
16
日

と
６
月
20
日
に
開
催
し
、
２
日

間
で
53
人
が
見
学
に
訪
れ
た
。

　
見
学
ツ
ア
ー
で
は
、
大
講
堂

の
１
０
７
年
に
わ
た
る
歴
史
や

建
築
的
特
徴
、
飾
ら
れ
て
い
る

扁
額
に
至
る
ま
で
学
生
ガ
イ
ド

が
詳
細
に
解
説
。
参
加
者
は
、

ガ
イ
ド
の
解
説
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
大
講
堂
内
を
自
由
に
見
学

し
、
歴
史
的
建
造
物
な
ら
で
は

の
風
情
を
味
わ
っ
た
。そ
の
後
、

柴
田
会
舘
内
の
展
示
室
に
移
動

し
、
本
学
の
歴
史
資
料
を
観
覧

し
て
理
解
を
深
め
た
。

　
国
士
舘
大
講
堂
は
、
平
成
29

年
に
国
登
録
有
形
文
化
財（
建

造
物
）に
登
録
さ
れ
、
以
来
、

同
資
料
室
の
各
種
企
画
を
通
し

て
内
外
に
そ
の
歴
史
価
値
を
伝

え
て
い
る
。
見
学
ツ
ア
ー
は
年

４
回
開
催
、
季
節
ご
と
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
生

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
も
本
学
の
歴

史
を
再
認
識
す
る
重
要
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

全
国
の
高
校
教
員
対
象
に

入
学
者
選
抜
説
明
会
開
く

　
国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会

は
令
和
８
年
度
総
会
を
６
月

27
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
大
教
室
で
開
催
し
、

保
護
者
ら
約
60
人
が
出
席
し

た
。

　
山
田
愼
吾
会
長
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
瀬
野

隆
理
事
長
お
よ
び
田
原
淳
子

学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

で
日
ご
ろ
の
多
方
面
に
わ
た

る
支
援
へ
の
謝
意
を
表
し
た
。

　
議
事
で
は
、
新
役
員
の
紹

介
と
同
後
援
会
が
設
け
る
奨

学
金
の
給
付
・
立
替
実
績
の

報
告
の
後
、
令
和
７
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
同

８
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

計
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
た
。
今
年
度
も
大
学
の
質

保
証
の
取
り
組
み
を
支
え
、

学
生
に
寄
り
添
う
支
援
に
重

点
を
置
い
た
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　
本
学
は
、
高
等
学
校
教
員

向
け
の
令
和
９
年
度
入
学
者

選
抜
説
明
会
を
５
月
15
日
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
て

全
国
か
ら
２
３
６
校
の
教
員

が
参
加
し
た
。
今
年
度
は
、

初
の
試
み
と
し
て
対
象
エ
リ

ア
を
全
国
の
高
校
に
広
げ

た
。
ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
も
併
せ
て
実
施
し
た
こ

と
で
、
参
加
校
数
は
昨
年
度

比
22
校
増
と
な
っ
た
。

　
説
明
会
で
は
、
本
学
入
試

部
が
入
試
概
要
や
今
年
度
に

実
施
さ
れ
る
入
試
の
変
更
点

　
令
和
９
年
11
月
に
迎
え
る

創
立
１
１
０
周
年
に
向
け
て

創
立
１
１
０
年
史
編
さ
ん
事

業
が
本
格
化
し
て
い
る
。
昨

年
12
月
３
日
付
で
発
足
し
た

「
国
士
舘
創
立
１
１
０
年
史

編
纂
委
員
会
」
は
、
５
月
25

日
に
実
施
計
画
を
策
定
し
て

そ
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
。

　
今
回
の
編
さ
ん
は
、
百
年

史
編
さ
ん
の
基
本
理
念
を
継

承
し
客
観
的
資
料
に
基
づ
き

つ
つ
、
直
近
10
年
を
重
視
し

た
内
容
と
な
る
計
画
。
同
委

員
長
の
横
沢
民
男
常
任
理
事

は
、
入
学
前
教
育
で
の
活
用

も
見
据
え
て
、
来
年
11
月
の

刊
行
に
向
け
て
約
１
０
０
頁

の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
冊
を
編

さ
ん
す
る
と
し
て
い
る
。

創
立
１
１
０
年
史
の

編
さ
ん
事
業
本
格
化

等
を
説
明
し
、
各
学
部
担
当

者
が
評
価
の
観
点
等
を
解
説

し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
個

別
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参

加
者
か
ら
の
質
問
や
相
談
に

応
じ
た
ほ
か
、
在
学
生
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も
行

い
、
本
学
の
雰
囲
気
や
選
抜

方
針
を
幅
広
く
伝
え
た
。

教
育
後
援
会
が
総
会
新
年
度
事
業
・

予
算
計
画
承
認

同
窓
会
か
ら

寄
付
金
受
贈

　
本
法
人
は
、
国
士
舘
大
学

同
窓
会
か
ら
寄
付
金
を
受
贈

し
た
。
同
窓
会
の
坂
本
勝
矢

会
長
ら
は
７
月
３
日
、
瀬
野

隆
理
事
長
に
創
立
１
１
０
周

年
記
念
事
業
募
金
お
よ
び
学

生
食
堂
援
助
金
と
し
て
１
８

０
０
万
円
分
の
目
録
を
手
渡

し
た
。
瀬
野
理
事
長
は
「
学

生
の
充
実
し
た
学
生
生
活
の

た
め
に
役
立
て
て
い
く
」
と

謝
意
を
伝
え
た
。

樹
齢
100
年
超
ク
ロ
マ
ツ
伐
採

草
創
期
か
ら
学
園
見
守
る
１
本

世田谷キャンパス

草
創
期
か
ら
残
る
樹
齢
１
０
０
年
超
の
ク
ロ
マ
ツ
、
惜

し
ま
れ
な
が
ら
伐
採
。
昭
和
４２
年
当
時
の
風
景
と
伐
採

後
の
木
口

（
写
真
上
か
ら
時
計
回
り
）

107年の歴史に想い
国士舘大講堂見学ツアー

（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異
学 生 生 徒 等 納 付 金 16,069,207,000 16,034,731,530 34,475,470
手 数 料 433,522,000 443,043,990 △ 9,521,990
寄 付 金 87,997,000 92,211,155 △ 4,214,155
経 常 費 等 補 助 金 3,317,739,000 3,398,984,546 △ 81,245,546
付 随 事 業 収 入 237,468,000 243,817,891 △ 6,349,891
雑 収 入 744,845,000 754,718,282 △ 9,873,282
教 育 活 動 収 入 計 20,890,778,000 20,967,507,394 △ 76,729,394

事業活動
支出の部

人 件 費 8,708,541,000 8,749,236,405 △ 40,695,405
教 育 研 究 経 費 8,708,418,000 8,397,354,872 311,063,128
管 理 経 費 1,421,711,000 1,422,639,689 △ 928,689
徴 収 不 能 額 等 56,600,000 73,345,740 △ 16,745,740
教 育 活 動 支 出 計 18,895,270,000 18,642,576,706 252,693,294
教 育 活 動 収 支 差 額 1,995,508,000 2,324,930,688 △ 329,422,688

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受 取 利 息・ 配 当 金 289,796,000 296,320,013 △ 6,524,013
その他の教育活動外収入 　0 　0 　0 
教 育 活 動 外 収 入 計 289,796,000 296,320,013 △ 6,524,013

事業活動
支出の部

借 入 金 等 利 息 10,803,000 11,021,687 △ 218,687
その他の教育活動外支出 　0 　0 　0 
教 育 活 動 外 支 出 計 10,803,000 11,021,687 △ 218,687
教 育 活 動 外 収 支 差 額 278,993,000 285,298,326 △ 6,305,326
経 常 収 支 差 額 2,274,501,000 2,610,229,014 △ 335,728,014

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資 産 売 却 差 額 0 0 　0 
そ の 他 の 特 別 収 入 37,837,000 32,868,263 4,968,737
特 別 収 入 計 37,837,000 32,868,263 4,968,737

事業活動
支出の部

資 産 処 分 差 額 174,474,000 187,081,550 △ 12,607,550
そ の 他 の 特 別 支 出 530,112,000 531,920,482 △ 1,808,482
特 別 支 出 計 704,586,000 719,002,032 △ 14,416,032
特 別 収 支 差 額 △ 666,749,000 △ 686,133,769 19,384,769
基本金組入前当年度収支差額 1,607,752,000 1,924,095,245 △ 316,343,245
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 2,768,942,000 △ 2,284,851,788 △ 484,090,212
当 年 度 収 支 差 額 △ 1,161,190,000 △ 360,756,543 △ 800,433,457
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 20,735,121,069 △ 20,735,121,069 　0 
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 21,896,311,069 △ 21,095,877,612 △ 800,433,457

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 21,218,411,000 21,296,695,670 △ 78,284,670
事 業 活 動 支 出 計 19,610,659,000 19,372,600,425 　238,058,575 

詳細はホームページに掲載しています
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R3 R4 R5 R6 R7

現金・預金他
流動資産

その他
固定資産

機器備品・
図書

建物・構築物

長期借入金
ほか負債

土　　地

単位：億円

資産及び負債の推移（過年度５年間）

支出

48%48% 39%39%

8%8%5%5%
22%22%

21%21%
5%5%

収支差額
19億円

52%52%
収入

学生生徒等
納付金
経常費等
補助金
受取利息・
配当金ほか
人件費
教育研究経費
管理経費ほか

収入総額　213億円
支出総額　194億円

令和７年度事業活動収支の割合

令和７年度 貸借対照表 令和８年３月３１日

令和７年度 事業活動収支計算書（概略）
令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 資 産 70,719,391,075 68,930,142,803 1,789,248,272
有形固定資産 36,831,854,859 37,531,186,079 △ 699,331,220
土 地 11,177,038,634 11,177,038,634 　0 
建 物 及 び 構 築 物 19,045,994,629 20,015,046,550 △ 969,051,921
教育研究用機器備品 1,191,810,124 1,017,825,867 173,984,257
管 理 用 機 器 備 品 154,397,638 142,243,745 12,153,893
図 書 5,179,008,325 5,156,624,274 22,384,051
車 両 15,785,009 21,197,009 △ 5,412,000
建 設 仮 勘 定 67,820,500 1,210,000 66,610,500
特 定 資 産 10,889,330,000 8,386,330,000 2,503,000,000
第２号基本金引当特定資産 6,000,000,000 4,000,000,000 2,000,000,000
第３号基本金引当特定資産 100,042,000 97,042,000 3,000,000
退職給与引当金特定資産 2,000,000,000 2,000,000,000 　0 
減価償却引当特定資産 1,789,288,000 1,789,288,000 　0 
奨学制度引当特定資産 1,000,000,000 500,000,000 　500,000,000 
その他の固定資産 22,998,206,216 23,012,626,724 △ 14,420,508
借地権・電話加入権 216,238,540 216,238,540 　0 
有 価 証 券 12,778,741,740 12,755,841,000 22,900,740 
そ の 他 の 資 産 10,003,225,936 10,040,547,184 △ 37,321,248

流 動 資 産 14,626,828,993 14,378,231,122 248,597,871 
現 金 預 金 11,924,371,861 11,102,134,414 822,237,447
未 収 入 金 648,844,406 767,759,257 △ 118,914,851
貯 蔵 品 56,224,091 59,454,091 △ 3,230,000
有 価 証 券 1,400,000,000 1,900,000,000 △ 500,000,000
前 払 金・ 仮 払 金 94,966,229 46,713,925 48,252,304 
別 段 預 金 ほ か 502,422,406 502,169,435 252,971
資産の部合計 85,346,220,068 83,308,373,925 2,037,846,143

負債の部� （単位：円） 

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減
固 定 負 債 5,120,481,289 5,396,624,526 △ 276,143,237
長 期 借 入 金 606,454,000 903,382,000 △ 296,928,000
長 期 未 払 金 14,025,860 22,410,380 △ 8,384,520
退 職 給 与 引 当 金 4,500,001,429 4,470,832,146 29,169,283 

流 動 負 債 5,990,101,875 5,600,207,740 389,894,135 
短 期 借 入 金 296,928,000 392,910,000 △ 95,982,000
未 払 金 1,250,444,491 1,120,493,626 129,950,865
前 受 金 3,515,141,906 3,690,516,459 △ 175,374,553
預 り 金 405,588,942 396,287,655 9,301,287
賞 与 引 当 金 521,998,536 0 521,998,536
負債の部合計 11,110,583,164 10,996,832,266 113,750,898 

純資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

基　　本　　金 95,331,514,516 93,046,662,728 2,284,851,788
第 １ 号 基 本 金 87,940,472,516 87,658,620,728 281,851,788
第 ２ 号 基 本 金 6,000,000,000 4,000,000,000 2,000,000,000
第 ３ 号 基 本 金 100,042,000 97,042,000 3,000,000
第 ４ 号 基 本 金 1,291,000,000 1,291,000,000 　0 

繰越収支差額 △ 21,095,877,612 △ 20,735,121,069 △ 360,756,543
翌年度繰越収支差額 △ 21,095,877,612 △ 20,735,121,069 △ 360,756,543
純資産の部合計 74,235,636,904 72,311,541,659 　1,924,095,245 

負債及び純資産の部合計 85,346,220,068 83,308,373,925 2,037,846,143
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◆
資
料
提
供
の
お
願
い
◆

　
国
士
舘
に
関
す
る
資
料
や

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
講
義
ノ

ー
ト
や
実
習
道
具
、
思
い
出

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
、

学
生
時
代
の
資
料
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
柴
田
会
舘
内

　
国
士
舘
史
資
料
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０　３（
３
４
１
８
）

２
６
９
１

第
１
回
中
学
校
資
料
の
受
贈

　
こ
の
た
び
昭
和
３
（
１
９

２
８
）
年
３
月
の
第
１
回
中

学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
卒
業

証
書
を
受
贈
し
た
。
い
ず
れ

も
本
学
に
所
蔵
の
な
か
っ
た

初
見
資
料
で
、
鹿
児
島
県
大

島
郡
（
徳
之
島
）
在
住
で
あ

っ
た
卒
業
生
壽
山
豊
良
（
す

や
ま
・
と
よ
よ
し
）
の
旧
蔵

分
を
娘
み
つ
子
氏
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
。
受
贈
時
に
は
孫
の

村
松
寿
代
氏
が
来
室
さ
れ
、

そ
の
様
子
は
本
年
３
月
２
日

付
『
奄
美
新
聞
』
１
面
に
も

掲
載
・
報
道
さ
れ
た
。

　
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

４
月
創
設
の
中
学
校
は
、
国

士
舘
が
法
令
に
基
づ
い
て
設

置
し
た
最
初
の
学
校
で
あ

る
。
中
学
校
は
年
限
５
年
・

入
学
定
員
50
名
で
あ
っ
た

が
、
初
年
度
は
第
１
学
年
15

名
・
第
２
学
年
17
名
の
生
徒

計
32
名
で
船
出
し
た
。
こ
の

年
に
木
造
２
階
建
校
舎
が
完

成
し
、
ま
た
補
欠
入
試
な
ど

士
舘
中
学
校
に
徳
之
島
出
身

者
が
在
籍
し
て
い
た
点
に
着

目
し
て
お
き
た
い
。
卒
業
ア

ル
バ
ム
巻
末
の
名
簿
を
み
る

と
、
第
１
回
卒
97
名
中
に
豊

良
を
含
む
２
名
、
第
２
回
98

名
中
に
２
名
、
第
３
回
77
名

中
に
２
名
、
第
４
回
88
名
中

に
１
名
と
、
徳
之
島
に
限
定

し
て
も
毎
年
確
認
で
き
る
。

名
簿
に
は
樺
太
大
泊
郡
、
朝

鮮
平
安
南
道
、
沖
縄
国
頭
郡

な
ど
も
認
め
ら
れ
、
寄
宿
舎

生
活
を
特
徴
と
す
る
国
士
舘

に
は
各
地
か
ら
生
徒
が
集
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
壽
山
豊
良
の
動

向
も
記
し
て
お
こ
う
。
卒
業

時
26
歳
で
あ
っ
た
豊
良
は
、

日
本
大
学
に
進
学
す
る
も
２

年
で
中
退
。
結
婚
後
、
委
任

統
治
領
の
北
マ
リ
ア
ナ
・
ロ

タ
島
に
渡
っ
て
製
糖
工
場
で

の
逓
信
業
に
従
事
し
、
南
洋

の
重
要
産
業
で
あ
っ
た
製
糖

業
を
支
え
た
。
戦
後
は
徳
之

島
に
戻
っ
て
郵
便
局
員
と
な

り
、
昭
和
42
年
に
64
歳
で
没

し
て
い
る
。遺
族
に
よ
れ
ば
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
や
卒
業
証
書

な
ど
は
ロ
タ
島
に
も
持
参

し
、
ま
た
帰
国
時
に
も
保
持

し
続
け
た
と
い
う
。

　
１
世
紀
を
経
た
貴
重
資
料

に
対
し
、
感
謝
と
共
に
今
後

の
研
究
を
深
化
さ
せ
た
い
。

（
国
士
舘
史
資
料
室

　
　
　
　
　
熊
本
　
好
宏
）

き
込
ま
れ
た
「
福
岡
郵
便
局

技
術
生
養
成
所
ニ
於
テ
自
炊

生
活
時
代
」「
壽
山
豊
宝
」

か
ら
、
豊
良
は
長
兄
豊
宝
を

頼
り
福
岡
で
逓
信
業
を
学
ん

で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
次

兄
の
豊
定
も
「
天
海
丸
」
の

無
線
技
士
に
あ
っ
た
よ
う

で
、
兄
弟
で
逓
信
事
業
に
関

心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

実
業
学
校
を
修
業
し
た
豊
良

は
、
大
正
15
年
４
月
に
福
岡

か
ら
上
京
し
て
国
士
舘
中
学

校
に
編
入
学
し
、
学
内
の
寄

宿
舎
で
２
年
間
の
学
生
生
活

を
過
ご
し
た
。
大
講
堂
で
挙

行
さ
れ
た
昭
和
３
年
３
月
10

日
の
第
１
回
卒
業
式
で
、
校

長
柴
田
德
次
郎
か
ら
「
第
89

号
」卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、

社
会
に
巣
立
っ
て
い
る
。
こ

の
卒
業
式
に
は
、
渋
沢
栄
一

や
福
岡
の
麻
生
太
吉
な
ど
、

国
士
舘
維
持
委
員
会
の
支
援

者
に
も
招
待
状
が
発
出
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
国

障がい、言語、文化的背景など越え共生

ワークショップで得た気づきを共有する
参加者ら。発表しているのは特別支援教
育を学ぶ文学部の学生

倉
持
准
教
授
指
導
の
も
と
事
前
学
習
に

取
り
組
む
国
士
舘
中
学
２
年
生
ら

　
本
学
と
国
士
舘
中
学
・
高

等
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
中
高
大
接
続
行
事
が

全
学
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
士
舘
中
学
校
の
２
年
生

は
６
月
20
日
、
本
学
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
柴
田
会
舘
で

文
学
部
・
倉
持
長
子
准
教
授

か
ら
能
楽
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
こ
れ
は
同
中
学
校
で
毎

年
行
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
教

室
の
事
前
学
習
に
位
置
付
け

ら
れ
、
古
典
芸
能
を
専
門
と

す
る
倉
持
准
教
授
が
能
と
狂

言
の
成
り
立
ち
や
特
徴
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
た
。
同
25

日
に
国
立
能
楽
堂
で
鑑
賞
予

定
の
曲
目
に
関
す
る
解
説
も

あ
り
、
能
楽
を
よ
り
深
く
楽

し
む
た
め
の
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

　
同
校
１
・
３
年
生
が
参
加

し
た
同
25
日
の
伝
統
芸
能
教

室
は
、
本
学
文
学
部
日
本
文

学
・
文
化
コ
ー
ス
と
の
合
同

記念の盾を受け取る島崎理事（左）
と田中秀治防災・救急救助総合研
究所長（右）。中央はエジプト保健
人口省のカレド・アブドゥル・ガ
ッファール大臣

　
日
本
と
エ
ジ
プ
ト
政
府
間

の
「
エ
ジ
プ
ト
・
日
本
教
育

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｅ
Ｊ

Ｅ
Ｐ
）」
の
も
と
、
エ
ジ
プ

ト
と
本
学
が
平
成
30
年
よ
り

業
務
委
託
契
約
を
結
び
実
施

し
て
き
た
「
病
院
前
救
急
医

療
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、

５
月
11
日
か
ら
７
月
３
日
ま

で
の
日
程
で
行
わ
れ
た
第
10

期
の
研
修
を
も
っ
て
終
了
し

た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ

れ
ま
で
本
学
を
拠
点
に
日
本

の
病
院
前
救
急
医
療
と
指
導

法
を
学
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

を
行
っ
て
き
た
。
１
０
０
人

も
の
修
了
生
は
、
そ
の
学
び

を
生
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
で
救

急
医
療
体
制
確
立
に
向
け
て

奮
闘
し
て
い
る
。

　
日
本
で
の
研
修
終
了
後
に

は
、
本
学
防
災
・
救
急
救
助

総
合
研
究
所
の
教
員
ら
が
エ

ジ
プ
ト
を
視
察
。
現
地
の
救

急
医
療
体
制
の
整
備
状
況
を

確
認
し
、
修
了
生
ら
と
の
意

見
交
換
や
エ
ジ
プ
ト
救
急
庁

と
の
会
談
な
ど
を
行
っ
た
。

同
研
究
所
長
と
し
て
主
導
し

て
き
た
島
崎
修
次
理
事(

３

月
に
所
長
退
任)

は
、
現
地

医
師
ら
に
向
け
た
講
演
で
、

「
救
急
救
命
士
の
質
の
向
上

は
患
者
と
医
師
に
と
っ
て
大

変
有
益
。
医
師
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
資
格
制
度
や
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
、
エ
ジ
プ
ト

に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
の

発
展
に
つ
な
が
る
」と
訴
え
、

本
学
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
成
果

に
期
待
を
寄
せ
た
。

花
巻
東
高
校
硬
式
野
球
部
監
督
　
佐
々
木
洋
氏
が
客
員
教
授
に
就
任
　
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

　
菊
池
雄
星
や
大
谷
翔
平
ら

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
日

本
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
育
て
た

岩
手
・
花
巻
東
高
等
学
校
硬

式
野
球
部
監
督
の
佐
々
木
洋

氏（
平
成
10
年
政
経
学
部
卒
）

が
、
４
月
に
21
世
紀
ア
ジ
ア

学
部
の
客
員
教
授
に
就
任
し

た
。
佐
々
木
氏
は
１
年
生
の

「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
１
・
２
」

と
２
年
生
以
上
が
履
修
で
き

る
「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
」
を

担
当
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
に
携
わ
る
立
場
か

トップアスリートの育成
経験を生かして授業する
佐々木洋客員教授

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
の
事

例
を
通
し
た
動
機
づ
け
や
行

動
変
容
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

の
基
本
的
な
理
論
な
ど
、
自

ら
の
人
生
を
主
体
的
に
切
り

拓
い
て
い
く
実
践
力
を
伝
え

て
い
る
。

　
学
生
は
「
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て

い
る
の
か
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
て
い
る
」「
求
め
る
環

境
を
自
ら
選
択
し
行
動
す
る

こ
と
な
ど
人
生
が
プ
ラ
ス
に

な
る
考
え
方
を
教
わ
っ
て
い

る
」
と
熱
心
に
受
講
。
佐
々

木
氏
は
「
大
学
時
代
に
生
き

方
を
見
つ
め
直
し
た
経
験
が

今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
広

い
視
野
と
柔
軟
な
思
考
を
育

て
人
生
を
変
え
る
手
伝
い
を

し
た
い
」
と
話
す
。

スポーツ心理学

障
が
い
学
生
ら
の
声
反
映
へ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

誰もが心地良く快適な
キャンパス空間へ

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ

ン
と
は
、
障
が
い
、
性
別
、

言
語
、
文
化
的
背
景
な
ど
、

多
様
な
違
い
を
持
つ
人
々
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
、
利
用

者
と
の
共
創
的
な
対
話
を
通

じ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。

　
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬

に
か
け
て
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は
、
障
が
い
の
あ

る
学
生
２
人
と
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
特
別
支
援

教
育
を
学
ぶ
理
工
お
よ
び
文

学
部
の
学
生
４
人
が
参
加
し

た
。
学
内
施
設
で
の
自
習
シ

ー
ン
と
い
う
設
定
で
障
が
い

学
生
の
行
動
観
察
を
実
施
し

た
後
に
行
動
の
意
図
や
状
況

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら
気

づ
き
を
深
め
、
理
想
の
空
間

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
出

し
合
っ
た
。
障
が
い
学
生
か

ら
は
「
照
明
の
明
暗
や
床
の

色
・
素
材
に
よ
っ
て
利
用
し

や
す
さ
に
差
が
生
ま
れ
る
」

「
開
放
空
間
は
足
音
や
笑
い

声
な
ど
の
刺
激
が
多
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
梅
棟
の
設
計
・
施
工

会
社
の
担
当
者
や
学
園
の
施

設
管
理
を
担
う
職
員
も
加
わ

り
、
空
間
・
運
用
施
策
に
つ

い
て
の
ア
イ
デ
ア
が
示
さ

れ
、
多
様
な
利
用
目
的
に
応

え
う
る
空
間
設
計
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

　
学
生
は
「
好
み
に
合
わ
せ

て
場
所
が
選
択
で
き
る
と
、

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
の
過

ご
し
や
す
さ
に
つ
な
が
る
」

「
当
事
者
の
意
見
が
役
立
て

ば
う
れ
し
い
。
す
べ
て
の
学

生
の
た
め
に
過
ご
し
や
す
い

学
修
環
境
を
つ
く
り
出
し
て

世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

産
主
導
で
初
講
座

　
世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
東
京
商
工
会
議
所
世
田

谷
支
部
の
連
携
事
業
「
ビ
ジ

ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講

座
」
が
６
月
19
日
、
駒
澤
大

学
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
０

周
年
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
本
学
経
営
学
部

田
中
史
人
教
授
と
同
ゼ
ミ
の

学
生
３
人
が
登
壇
し
た
。
本

講
座
は
、
経
営
者
や
起
業
家

な
ど
に
向
け
て
世
田
谷
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
協
定
校
（
国

士
舘
、
駒
澤
、
昭
和
女
子
、

成
城
、
東
京
都
市
、
東
京
農

業
）
が
も
つ
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
し
、
区
全
体
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

産
学
連
携
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
と
し
て
初
め
て
開
催
さ

れ
た
。

　
講
座
で
は
、
事
業
創
造
が

専
門
の
田
中
教
授
が
登
壇

し
、
実
践
的
な
メ
ソ
ッ
ド
を

紹
介
し
な
が
ら
、
事
業
創
造

の
プ
ロ
セ
ス
や
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
た
＝
写
真
。
田
中
教

授
は
、「
小
さ
く
始
め
て
コ

ツ
コ
ツ
と
学
び
続
け
る
姿

勢
」
と
起
業
に
必
要
な
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
を
説
明
し
、「
ま

ず
は
自
身
の
強
み
を
信
じ
て

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
」
と
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
を
志
す
参
加
者
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
次
に
、
長
島
さ
く
ら
さ
ん

（
経
営
４
年
）、
中
島
凜
人

さ
ん
（
同
）、
大
神
田
健
人

さ
ん
（
同
）
が
登
壇
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
発
表
し
た
。
学
生
ら
は
、

プ
ラ
ン
の
裏
に
あ
る
問
題
提

起
か
ら
具
体
的
な
運
用
方

法
、
将
来
展
望
に
至
る
ま
で

三
者
三
様
の
思
い
を
参
加
者

ら
に
伝
え
た
。

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
容
器
で

提
供
さ
れ
た
弁
当
㊧
フ
ィ

ル
ム
を
は
が
し
て
回
収
㊦

　
本
学
で
は
今
年
度
、
使
い
捨
て
容
器
を
回

収
し
再
び
容
器
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
政

経
学
部
の
赤
石
秀
之
ゼ
ミ
の
学
生
が
中
心
と

な
り
、
調
査
・
設
計
・
検
証
・
改
善
の
サ
イ

ク
ル
を
通
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

赤
石
ゼ
ミ
発
案
、試
験
導
入

学生食堂・精養堂に「水平リサイクル容器」 学内で容器返却➡回収➡再生♳

　
い
よ
い
よ
（
仮
称
）
梅
棟
の
建
設
が
開
始
し
た
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備
事
業
。
梅
棟
で
は
学
生
の
居
場
所

と
し
て
、
各
階
に
交
流
と
学
び
を
生
み
出
す
共
有
ス
ペ
ー

ス
「
ナ
レ
ッ
ジ
コ
ア
」
を
構
想
し
て
い
る
。
誰
も
が
心
地

良
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
空
間
の
実
現
を
目
指
し
、
計
画

段
階
か
ら
利
用
者
の
声
を
聞
き
設
備
設
計
に
反
映
さ
せ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」の
実
現
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
。

ほ
し
い
」と
期
待
を
込
め
た
。

　
別
日
に
は
外
国
人
留
学
生

に
よ
る
座
談
会
も
行
わ
れ
、

留
学
生
の
立
場
か
ら
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
成
果
を
新
し
い
施
設
に

取
り
入
れ
多
様
な
人
材
が
共

生
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

　
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
容
器
の
導
入
企
業

と
の
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ゴ
ミ
の
回
収
業

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
事
前
調
査
を
進

め
た
。
そ
れ
ら
を
経
て
、
６
月
５
日
か
ら
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館
の
学
生
食
堂
・
精

養
堂
で
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
容
器
と
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
試
験
導
入
し
た
。
期
間
中
は
、
弁
当

が
全
て
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
容
器
で
提
供
さ
れ

た
。
赤
石
ゼ
ミ
の
学
生
ら
は
、
告
知
用
ポ
ス

タ
ー
の
制
作
な
ど
を
行
い
、
使
用
後
の
容
器

を
正
し
く
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
返
却
す
る
よ
う

促
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
４
週
間
で
77
個
回

収
し
、
回
収
率
は
11
％
を
示
し
た
。

　
今
後
は
、
秋
期
で
の
さ
ら
な
る
回
収
率
向

上
を
目
指
し
、
今
回
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、

学
外
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
改
善
策
を
考

え
て
い
く
。

多
方
面
で
生
徒
募
集
に
努
め

た
こ
と
で
、
設
置
２
年
目
は

多
く
の
生
徒
を
集
め
た
。
第

１
学
年
58
名
・
第
２
学
年
33

名
・
第
３
学
年
１
０
２
名
・

第
４
学
年
１
８
０
名
の
計
３

７
３
名
と
生
徒
数
を
伸
ば
し

た
。
特
に
第
４
学
年
に
は
他

校
の
要
請
も
あ
り
、
多
く
の

編
入
生
を
受
け
入
れ
た
結
果

で
あ
っ
た
（『
百
年
史
　
史

料
編
上
』
３
６
３
頁
）。

　
こ
の
時
、
第
４
学
年
に
編

入
学
し
た
ひ
と
り
が
徳
之
島

出
身
の
壽
山
豊
良
で
あ
る
。

豊
良
は
明
治
35

（
１
９
０
２
）

年
７
月
、
壽
山

家
３
男
に
生
ま

れ
、
大
正
末
頃

に
は
福
岡
に
在

住
し
て
い
た
。

壽
山
家
に
残
る

福
岡
市
実
業
専

修
学
校
の
「
褒

状
」
や
、
卒
業

ア
ル
バ
ム
に
書

　
文
学
部
の
大
久
保
圭
介
講

師
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

父
子
関
係
に
お
け
る
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
タ
イ
プ
を
分
類

し
、
そ
の
個
人
差
に
対
し
て

は
子
ど
も
へ
の
敏
感
な
関
わ

り
方
（
敏
感
性
）
と
育
児
に

感
じ
る
喜
び
の
バ
ラ
ン
ス
が

関
連
し
て
い
る
こ
と
を
国
際

学
術
誌
で
発
表
し
た
。
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
タ
イ
プ
と
は
、

不
安
を
感
じ
た
子
ど
も
が
親

に
と
る
行
動
を
４
つ
の
特
徴

型
に
分
け
た
も
の
。

　
本
研
究
は
、
日
本
人
父
子

に
お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

タ
イ
プ
の
傾
向
と
父
親
の
育

児
の
量
お
よ
び
敏
感
性
、
育

児
に
感
じ
る
喜
び
の
要
因
を

初
め
て
分
析
。
安
定
し
た
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
形
成
に
は
、

育
児
の
量
で
は
な
く
、
敏
感

性
や
育
児
に
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

結
果
を
示
し
た
。

　
ア
ジ
ア
圏
の
母
子
関
係
で

も
同
様
の
結
果
が
示
さ
れ
て

お
り
、
親
子
関
係
や
子
育
て

の
文
化
差
を
理
解
す
る
う
え

で
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

大
久
保
圭
介
講
師
ら

■
文
学
部

父子の「愛着」、育児の喜びと関係　初分類

大久保講師

　
体
育
学
部
の
長
名
シ
オ
ン

准
教
授
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
に
局
在
す
る
ペ
プ
チ
ド
分

解
酵
素「
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
１
Ｄ
」

が
筋
原
性
細
胞
の
健
康
維
持

に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
筋
原
性
細
胞

の
健
康
維
持
に
必
要
な
要
素

は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
長
名
准
教
授
は
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
内
の
分
解
酵
素
に

着
目
。
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
１
Ｄ
の

働
き
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の

状
態
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
１
Ｄ
が
正
常
に

働
い
て
い
る
場
合
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
は
活
発
に
増
殖

し
、
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
１
Ｄ
の
機

能
が
低
下
す
る
と
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
の
機
能
も
低
下
す
る

相
関
関
係
を
発
見
し
た
。

　
本
研
究
で
は
、
筋
肉
の
衰

え
の
新
た
な
分
子
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
示
し
た
。
健
康
寿
命
が

喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
る
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、
新
た
な

治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
国
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

長
名
シ
オ
ン
准
教
授

■
体
育
学
部

筋原性細胞守る　「Metap1D」酵素の役割解明

長名准教授

に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

掲
載
さ
れ
た
。

　
本
研
究
は
、
過
去
７
年
間

に
海
や
河
川
な
ど
で
発
生
し

た
溺
水
に
よ
る
院
外
心
停
止

３
９
１
４
症
例
を
全
国
デ
ー

タ
で
初
め
て
分
析
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ

未
実
施
、
胸
骨
圧
迫
の
み
、

胸
骨
圧
迫
＋
人
工
呼
吸
を
含

む
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
３
群
を
比
較

し
、
胸
骨
圧
迫
＋
人
工
呼
吸

を
含
む
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
１
カ
月
後

の
生
存
率
が
有
意
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
大
学
院
救
急
シ
ス
テ
ム
研

究
科
修
士
課
程
２
年
の
阿
部

和
さ
ん
と
同
博
士
課
程
２
年

の
木
村
龍
さ
ん
、
中
川
洸
志

体
育
学
部
講
師
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
自
然
水
域
で
発

生
し
た
溺
水
に
よ
る
院
外
心

停
止
患
者
に
対
す
る
市
民
の

心
肺
蘇
生
（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
の
効

果
を
検
証
し
、
人
工
呼
吸
を

含
む
Ｃ
Ｐ
Ｒ
が
生
存
率
向
上

大
学
院
生
２
人
と

中
川
洸
志
講
師
ら

■
体
育
学
部

溺水心停止　胸骨圧迫＋人工呼吸で生存率向上

中川講師

阿
部
さ
ん

木
村
さ
ん

開
催
と
し
、
共
に
浅
草
演
芸

ホ
ー
ル
で
落
語
を
鑑
賞
し

た
。
生
徒
ら
は
、
国
士
舘
高

等
学
校
に
ゆ
か
り
の
あ
る
春

風
亭
昇
羊
氏
ら
の
演
芸
を
鑑

賞
し
、
見
識
を
深
め
た
。

中
高
大
接
続
行
事　
全
学
で
進
む

伝
統
芸
能
鑑
賞　
文
化
に
触
れ
る

エ
ジ
プ
ト
と
の
病
院
前
救
急
医
療
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

研
修
生
10
期
で
100
人
輩
出
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第１回中学校卒業アルバム
（劣化顕著の初頁）

令和８年５月１日現在
研究種目 氏名 所属 職名 研究課題

新
規
採
択

基盤研究（B）久保田　裕次 文学部 准教授 19-20世紀転換期における日本の「南進」と東
アジア国際関係

基盤研究（C） 菱刈　晃夫 文学部 教授 メランヒトン以後の「人間学」の成立と展開に
関する思想史的研究

基盤研究（C） 加藤　幸治 文学部 教授 地方圏の公立医療機関を存続可能化させるため
の条件に関する経済地理学的研究

基盤研究（C） 板山　真弓 政経学部 准教授 日米防衛協力の実態 1964-1978―海の共同訓
練を通じた軍事的社会化に注目して

基盤研究（C）溝上　智恵子 文学部 特別任用
教授

インクルーシブ教育における個別最適の学びの
考究：探求学習における情報支援サービス

基盤研究（C） 鈴木　俊夫 理工学部 講師 p進数体上の時間周波数解析の理論の構築とそ
の応用

基盤研究（C） 大橋　隆弘 理工学部 教授 プレス加工穴開先を用いた革新的なFSW継手の
強化法の研究

基盤研究（C） 今井　隆浩 理工学部 教授 ナノフィラー分散構造に基づくナノコンポジット
絶縁材料の性能予測手法の開発

基盤研究（C） 都　城治 防災・救急救助
総合研究所 講師 ドローンを用いた河川溺者の早期発見と行動特性

の定量化：飛行高度・速度の最適化研究

基盤研究（C） 小林　久美 体育学部 講師 バヌアツにおける子どもの栄養不良の要因と学校
保健モデル構築に関する研究

基盤研究（C） 藤井　嵩子 体育学部 准教授 運動誘発性炎症が引き起こす脳内鉄欠乏の病態
解明と神経機能への影響

基盤研究（C） 江川　陽介 文学部 教授 FPVドローンを用いた人と機械の協働型ライフ
セービング監視システムの研究

若手研究 隠岐-須賀　麻衣 政経学部 准教授 「スタシス」の政治思想史：プラトンによる対処
法とヘレニズム期におけるその展開

若手研究 常木　麻衣 21世紀
アジア学部 講師 古代西アジアの度量衡制度と経済活動：地域差

と標準化の歴史的検証

継
続
課
題

基盤研究（C） 紙屋　牧子 文学部 講師 映画を中心とした視覚文化の分析を通じた近代
天皇（制）の表象研究

基盤研究（C） 仁藤　智子 文学部 教授 東アジアにおける日本古代王権の構造と権力表
象の研究ー女帝と国家儀礼から―

基盤研究（C） 三浦　正広 法学部 教授 デジタル・ネットワーク社会における著作者契
約法理論の機能に関する比較法的研究

基盤研究（C） 成川　達也 理工学部 准教授 重力波を用いた中性子星の状態方程式と宇宙論
の研究

基盤研究（C） 和田　匡史 理工学部 教授 外部刺激による身体加温が体温調節リズムやス
トレスコントロールに与える影響の解明

基盤研究（C） 菊　幸一 体育学部 特別任用
教授

競技会との関係からみた青少年期における
Sport in Lifeの公共性に関する日独比較

基盤研究（C） 羽田　克彦 体育学部 教授 アスリートにおける疼痛認識不均衡の神経メカニ
ズム解明

基盤研究（C） 中島　剛 体育学部 准教授 高齢者の転倒を予防する新しい歩行機能訓練法
の開発

基盤研究（C） 河野　正 21世紀
アジア学部 准教授 人民公社黎明期、華北村落の社会変容

基盤研究（C） 西村　亮彦 理工学部 准教授 漸進的な公共空間再生に効果的な社会実験のデ
ザイン手法に関する実践研究

基盤研究（C） 二井　昭佳 理工学部 教授 都市再生戦略としての水辺を核とした空間再編
の計画デザイン技術の体系化

特別研究員
奨励費 君塚　貴久 法学部 講師 未遂犯における「犯罪の終了」概念の明確化

基盤研究（C） 鈴木　慎也 21世紀
アジア学部 准教授 三次元計測による古代スリランカの水利遺構の

編年構築と築造技術の解明

基盤研究（C） 鈴木　裕之 法学部 教授 SNSによるアフリカ口頭伝承のグローバル化と
民族的アイデンティティ創出との関係性

基盤研究（C） 小久保　彰 理工学部 准教授 プログラミング教育を活用したマルチプラット
フォーム型防災教育カリキュラムの開発

基盤研究（C） 桜井　美加 文学部 教授 ロボット・アシステッド・セラピーによるロボット
の特性がヒトに及ぼす生理心理的効果

基盤研究（C） 桐越　仁美 文学部 准教授 西アフリカにおける女性・子どもの移動と移民
コミュニティによるケアの構造

若手研究 齊藤　紅葉 文学部 准教授 明治後宮中における公家・武家融合を踏まえた
明治維新の再解釈―杉孫七郎を中心に

若手研究 神野　幸隆 文学部 准教授 「持続可能性」概念の具体化に基づく小・中社
会科における構築型ESD授業モデルの開発

若手研究 大久保　圭介 文学部 講師 日本人の父子関係におけるアタッチメントタイプ
の規定要因と発達的帰結の解明

基盤研究（Ｂ） 鈴木　佑記 政経学部 教授 タイの「後住民」による先住民運動に関する人類
学的研究

基盤研究（Ｂ） 石野　裕子 文学部 教授 記憶する都市：ヨーロッパにおける場所とモノ
が語る「歴史」

基盤研究（C） 小山　拓志 文学部 准教授 四国山岳地域における「疑似森林限界」の動態
と変遷史

基盤研究（C）小野瀬　倫也 文学部 教授 子どものプリコンセプションから始まる学びの
最適化を目指した理科授業デザインの研究

基盤研究（C） 清水　優菜 文学部 准教授 統計不安の測定尺度開発と実態解明

基盤研究（C） 澤邉　正人 理工学部 教授 有限群論再生としての、群複体の幾何と表現の
研究

基盤研究（C） 後藤　貴浩 文学部 教授 地域におけるジュニアスポーツ指導者の生活実
践分析

基盤研究（C） 陳　洋明 体育学部 准教授 小学校体育科における投能力育成に向けた運動
領域横断カリキュラムの開発

基盤研究（C） 河野　寛 文学部 教授 幼少期における動脈粘弾性と体力の関係―横断
的・縦断的検討―

合計43件　新規採択14件（うち転入１件）、継続課題29件（うち転入４件）。

　独立行政法人日本学術振興会から、令和８年度科学研究費助成
事業の研究種目別に交付決定があり、新規採択14件（うち転入１
件）、継続課題29件（うち転入４件）の計43件の学術研究に合わ
せて５８１１万円の科研費が交付される。
　採択された学術研究は、下表のとおり。

43件に5811万円交付
令和８年度科学研究費助成事業
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■各キャンパスの土地面積
　世田谷　５６,831㎡、町田　９０,202㎡、多摩　１60,749㎡、国士舘楓の杜　４２,３３５㎡、多摩南野　21,194㎡　　計３７1,311㎡
■設置する学校　（　）内は修学キャンパス
　国士舘大学（世田谷・町田・多摩）＝大学院、政経学部、体育学部、理工学部、法学部、文学部、

２１世紀アジア学部、経営学部
　国士舘高等学校（世田谷）＝全日制課程、定時制課程
　国士舘中学校（世田谷）

■役員・教職員の概要
　役　員　等：理事・監事・評議員� 計  29人
　専 任 教 員：大学３１９人、高等学校５２人、中学校１１人� 計３８2人
　非常勤教員等：大学５７９人、高等学校２４人、中学校 ４人� 計６０７人
　専 任 職 員：法人５５人、大学１２３人、高等学校 ３人、中学校 １人� 計１８２人

■学生・生徒数
　国士舘大学大学院� ３０９人
　国士舘大学� １２,５８６人
　国士舘高等学校� １,１１６人
　国士舘中学校� ２２１人
　計� １４,２３２人

　
主
な
教
育・研
究
事
業
　

就
職
率
９7.6
％

令和７年度
業種別就職割合
全学部

建設業 6.0%建設業 6.0%
製造業 4.6%製造業 4.6%
情報通信業
 9.4%
情報通信業
 9.4%
運輸業・
郵便業
2.3%
運輸業・
郵便業
2.3%

卸売・小売業
15.3%

卸売・小売業
15.3%

金融・保険業
5.5%

金融・保険業
5.5%

その他 2.2%その他 2.2%
公務 17.4%公務 17.4%

サービス業
18.6%
サービス業
18.6%
教育・学習
支援業
9.5%
教育・学習
支援業
9.5%
医療・福祉業
2.3%
医療・福祉業
2.3%

不動産業 6.9%不動産業 6.9%

　
面
出
さ
ん
の
挑
戦
は
、
ど
ん
底
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
交
通
事
故
に
よ

る
全
治
半
年
の
大
け
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

３
７
５
点
の
英
語
力
、
諦
め
か
け
た
教

員
免
許
。「
水
泳
も
勉
強
も
中
途
半
端

だ
っ
た
」と
振
り
返
る
面
出
さ
ん
は「
落

ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
」
と
自
嘲
す
る
。
そ

の
転
機
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知

っ
た
本
制
度
だ
っ
た
。「
こ
こ
で
人
生

を
変
え
る
」
と
覚
悟
を
決
め
即
応
募
。

早
朝
の
部
活
動
、
日
中
の
教
職
課
程
や

就
職
活
動
と
並
行
し
な
が
ら
選
考
に
挑

み
、
つ
い
に
本
学
史
上
２
人
目
と
な
る

　
令
和
７
年
度
（
５
月
１
日
現

在
）
の
本
学
学
部
卒
業
生
の
就

職
率
は
97
・
６
％
（
前
年
度
比

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
り
、

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

本
学
が
強
み
と
す
る
公
務
員
お

よ
び
教
員
の
分
野
に
は
合
計
５

９
６
人
が
就
職
し
た
。

　
近
年
、
就
職
活
動
で
は
民
間

企
業
・
公
務
員
問
わ
ず
選
考
が

早
期
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
早

期
選
考
を
見
据
え
た
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
も
高
ま
っ

て
い
る
。
公
務
員
採
用
試
験
で

も
、
民
間
企
業
と
同
様
の
適
性

検
査
型
試
験
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
　
　

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、

本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
講
座
・
模

擬
試
験
・
個
別
相
談
の
ほ
か
、

各
学
部
に
お
い
て
公
務
員
採
用

試
験
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

早
期
か
ら
実
施
。
学
生
一
人
一

人
の
状
況
に
応
じ
た
丁
寧
な
キ

ャ
リ
ア
支
援
を
行
い
、
希
望
進

路
を
実
現
で
き
る
環
境
を
広
く

整
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
月
に
行
わ
れ
た
第

49
回
救
急
救
命
士
国
家
試
験

に
、
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
科

学
科
の
学
生
１
５
０
人
（
既
卒

２
人
含
む
）が
合
格
し
た
。新
卒

者
の
合
格
率
は
96
％
で
平
成
16

年
以
来
、
全
国
の
四
年
制
大
学

の
中
で
１
位
を
堅
持
し
て
い
る
。

　
東
京
消
防
庁
の
消
防
官
Ⅰ

類
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象

と
し
た
模
擬
面
接
が
５
月

27
・
28
日
、
６
月
１
日
の
３

日
間
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
25

号
館
で
行
わ
れ
、
体
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
学
生

を
中
心
に
76
人
が
参
加
し
た
。

　
模
擬
面
接
で
は
、
時
事
問

題
か
ら
入
庁
後
の
消
防
官
像

に
い
た
る
ま
で
、
本
番
さ
な

が
ら
の
雰
囲
気
で
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

た
。
学
生
ら
は
、
緊
張
し
た

面
持
ち
な
が
ら
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、「
表
現
力
不
足

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も

ら
い
本
番
に
向
け
た
改
善
策

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」
と
手

応
え
を
口
に
し
た
。

　
元
東
京
消
防
庁
の
管
理
職

を
歴
任
し
た
体
育
学
部
ス
ポ

ー
ツ
医
科
学
科
の
教
員
ら
が

面
接
官
役
を
務
め
た
。
同
学

科
は
消
防
官
を
目
指
す
学
生

に
向
け
た
、
小
論
文
や
面
接

対
策
の
た
め
の
科
目
を
複
数

開
講
し
て
お
り
、
模
擬
面
接

は
そ
の
一
環
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
。

　
他
学
部
・
他
学
科
の
学
生

も
受
け
入
れ
て
お
り
、
職
務

経
験
を
生
か
し
た
き
め
細
か

な
指
導
を
求
め
て
他
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
足
を
運
ぶ
学
生
も

少
な
く
な
い
。

　
学
生
の
地
道
な
努
力
と
大

学
一
丸
と
な
っ
た
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
、
消
防
官
就
職
者

数
全
国
１
位
と
い
う
実
績
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

ガ
リ
ー
は
ク
ラ
ブ
制
度
や
送
迎
な
ど
の

支
援
体
制
も
充
実
し
て
お
り
、
人
口
約

９
０
０
万
人
の
国
か
ら
世
界
レ
ベ
ル
の

選
手
が
多
く
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
こ

う
し
た
〝
仕
組
み
と
し
て
の
体
育
〟
が

あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
。

　
英
語
で
の
授
業
は
、
留
学
当
初
こ
そ

苦
戦
す
る
も
、
講
義
の
録
音
・
書
き
起

こ
し
を
深
夜
ま
で
重
ね
て
克
服
。
持
ち

前
の
行
動
力
で
現
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
溶
け
込
ん
だ
。

　
留
学
を
経
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
社

会
を
前
向
き
に
す
る
力
が
あ
る
と
実
感

し
た
」
と
話
す
面
出
さ
ん
。
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
し
て
社
会
へ
羽
ば
た
く
決
意

を
新
た
に
し
た
。

早朝練習 /教職課程 /就活 /語学

２
次
面
接
手
解
き

面接担当２人、検証担当１人の３人体
制で実施した本番さながらの模擬面接

【
新
聞
】

●
回
帰
す
る
ア
メ
リ
カ
（
下
）

建
国
２
５
０
年
「
中
国
市
場 

代
え
難
い
吸
引
力
」に
お
い
て
、

政
経
学
部
の
柴
田
德
光
准
教
授

の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
産
経
新

聞
７
月
７
日
）

●
「
母
校
大
学
で
説
く
人
生
論

『
野
球
だ
け
で
は
苦
労
』大
谷
・

菊
池
育
て
た
花
巻
東
監
督
」
に

お
い
て
、
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

の
佐
々
木
洋
客
員
教
授
の
授
業

の
様
子
が
紹
介
（
毎
日
新
聞
７

月
２
日
）

●
論
点
「
世
界
で
進
む
米
国
離

れ 

米
中
に
依
存
望
ま
ぬ
東
南

ア
ジ
ア
」
に
お
い
て
、
政
経
学

部
の
助
川
成
也
教
授
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
掲
載
（
毎
日
新
聞
６

月
19
日
）

【
テ
レ
ビ
】

●「
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
北
海
道
」

に
お
い
て
、
文
学
部
の
加
藤
幸

治
教
授
が
中
標
津
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
７
月
１
日
）

●
「
古
典
芸
能
へ
の
招
待
」
に

お
い
て
、
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

の
表
き
よ
し
教
授
が
、
能
「
木

賊
」
～
銕
仙
会
１
０
０
周
年
記

念
公
演
～
の
副
音
声
解
説
を
担

当
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
６
月
28
日
）

【
卒
業
生
】

●
「
閉
山
期
の
富
士
登
山
『
禁

止
』
論
」
に
お
い
て
鈴
木
岳
美

さ
ん
（
平
成
30
年
文
学
部
卒
）

の
活
動
と
コ
メ
ン
ト
が
掲
載

（
朝
日
新
聞
６
月
19
日
）

【
在
学
生
】

●「
強
い
母
、人
と
し
て
尊
敬
」

に
お
い
て
、
あ
し
な
が
育
英
会

を
利
用
し
て
夢
に
向
か
っ
て
い

る
渡
邊
千
央
利
さ
ん
（
政
経
４

年
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載

（
毎
日
新
聞
５
月
８
日
）

　
本
学
教
職
課
程
運
営
セ
ン

タ
ー
主
催
の
第
２
回
教
員
採

用
試
験
面
接
練
習
・
研
修
会

が
６
月
13
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
令
和

８
年
度
の
教
員
採
用
試
験
を

控
え
た
学
部
３
・
４
年
生
ら

17
人
が
参
加
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
小
・
中
学

校
長
を
歴
任
し
た
教
職
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導
の
も

と
、
個
人
面
接
で
の
所
作
や

受
け
答
え
か
ら
、
科
目
ご
と

の
模
擬
授
業
ま
で
幅
広
い
内

容
を
実
践
。
所
属
学
部
や
受

験
科
目
が
異
な
る
学
生
同
士

で
互
い
に
新
た
な
気
づ
き
を

得
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。

　
本
学
で
は
、
教
職
を
目
指

す
学
生
の
た
め
に
、
各
キ
ャ

ン
パ
ス
に
教
職
支
援
室
を
設

け
、個
々
に
合
わ
せ
た
助
言
・

指
導
で
「
教
職
に
強
い
国
士

舘
」
を
支
え
て
い
る
。

元
小
学
校
校
長
ら　

所
作
、受
け
答
え
指
導

　法学部は５月27日、各都府
県警察などの採用担当者を招
いた説明会を開催し、警察官
を志望する同学部の２・３年
生約70人が参加した。説明会
は、学生が全国の警察の特色
を理解し比較した上で採用試
験に臨めるよう、警察官輩出
者数が多い同学部が毎年、独
自で企画している。　　　　
　今回の説明会では、皇宮警
察と５つの都府県警察の採用
担当者が来校し、職務内容や
警察学校での生活、採用試験
で変更された点など、それぞ
れの特色を紹介した。その後
は各警察に分かれ、採用担当
者が学生の質問に対して個別
に答えた。会場には、現職の
卒業生も出席し、現場の実情
や職務の魅力、やりがいをさ
まざまな観点から学生にアド
バイスした。

　学生からは「各警察の説明
を一度に聞き、特徴を鮮明に
理解できた」「最新の採用情
報を得られ、有意義な時間に
なった」と感想が寄せられた。
法学部ではこのほか、面接対
策にも力を注ぎ、警察官志望
学生を後押ししている。

各採用担当者が説明　法学部

各警察の特色・魅力を紹介

各
警
察
採
用
担
当
者
と

個
別
に
相
談

研
修
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
セ
ブ
ラ
ス
マ
ル
大
学

の
学
生
ら
㊤
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
リ
パ
校
の
学
生
ら
㊨

海外協定校との交流活発
理工・文学部  フィリピンやインドネシア

　
本
学
と
世
界
各
国
の
海
外

協
定
校
と
の
国
際
交
流
が
一

層
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
デ
・
ラ
・

サ
ー
ル
大
学
系
列
リ
パ
校
か

ら
は
、
５
月
12
日
に
学
生
19

人
ら
が
理
工
学
部
を
訪
問
し

た
。
一
行
は
国
士
舘
大
講
堂

な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
を
見

学
し
た
後
に
、
中
村
嘉
志
教

授
に
よ
る
「
デ
ー
タ
の
暗
号

化
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
挑

戦
。
本
学
学
生
に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
な
が
ら
課
題
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
授
業
見

学
も
行
い
、
理
工
学
部
の
学

び
の
多
様
性
を
体
感
し
た
。

本
学
学
生
か
ら
も
「
笑
顔
で

交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

よ
り
英
語
を
勉
強
し
た
い
と

感
じ
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
、
国
際
的
視
点
を

広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
同
18
日
か
ら
29
日

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
セ
ブ

ラ
ス
マ
ル
大
学
か
ら
短
期
研

修
生
２
人
を
迎
え
入
れ
た
。

研
修
生
ら
は
専
攻
に
合
わ
せ

て
理
工
、
文
学
部
で
学
び
つ

つ
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日

本
文
化
の
茶
道
を
体
験
し
、

本
学
が
誇
る
特
色
あ
ふ
れ
る

学
び
を
存
分
に
体
験
し
た
。

希望進路に合わせ手厚いサポート

公
務
員・教
員
就
職
５
９
６
人 

７年度実績

警察官

消
防
官

教
員

　
本
年
度
の
事
業
計
画
は
、「
学
校

法
人
国
士
舘
第
３
次
中
長
期
事
業
計

画
」の
第
２
年
度
に
あ
た
り
、「
国
士

舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
」
の

新
校
舎（
仮
称
）梅
棟
建
設
が
着
工
の

段
階
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に

始
動
し
た
諸
計
画
を
確
実
に
実
行
段

階
に
繋
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
改
革
の
深
化
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ

の
対
応
な
ど
、
私
学
が
社
会
か
ら
求

め
ら
れ
る
役
割
が
多
様
化
・
高
度
化

し
て
い
る
中
、
そ
れ
ら
の
変
化
に
対

し
て
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
学
園
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
べ
く
、
法

人
と
教
学
が
一
致
団
結
、
一
致
協
力

し
て
、
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画

の
推
進

　（
仮
称
）
梅
棟
の
建
設
着
工
お
よ

び
上
空
通
路
の
設
置
に
向
け
た
34
号

館
の
改
修
工
事
着
手
、
中
学
校
校
舎

の
新
築
に
向
け
た
与
条
件
整
理
お
よ

び
工
事
発
注
準
備
、
フ
ェ
ー
ズ
２
以

降
の
移
転
計
画
に
向
け
た
与
条
件
整

理
お
よ
び
既
存
校
舎
の
改
修
内
容
の

詳
細
検
討

（
２
）
施
設
・
整
備

〔
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
34
号
館
の

照
明
設
備
更
新
、
７
号
館
の
空
調
機

更
新
、
中
央
図
書
館
５
階
の
電
動
式

集
密
書
架
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〔
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
野
球
場
１
塁

側
の
防
球
ネ
ッ
ト
増
設
、
外
灯
照
明

設
備
更
新
、
第
三
体
育
館
剣
道
場
の

床
板
張
替
、
15
号
館
プ
ー
ル
サ
イ
ド

の
塗
装
、
鶴
川
寮
の
ガ
ス
給
湯
設
備

更
新

〔
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
陸
上
競
技
場

の
改
修
、
21
号
館
・
25
号
館
・
体
育

館
棟
等
の
照
明
設
備
更
新
、
体
育
館

棟
１
階
ト
イ
レ
増
設
に
伴
う
更
衣
室

の
改
装
、
食
堂
棟
の
空
調
機
更
新
、

25
号
館
３
階
実
習
室
の
個
室
面
談
ブ

ー
ス
設
置
、高
等
学
校
野
球
部
寮（
多

摩
球
心
寮
）
の
空
調
機
更
新

〔
全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
〕
基
幹
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
端
末
室

Ａ
Ｖ
機
器
の
リ
プ
レ
イ
ス
、
自
習
室

（
大
学
院
・
端
末
室
）
用
Ｐ
Ｃ
の
リ

プ
レ
イ
ス

（
３
）
防
火
・
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

　
避
難
学
生
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
運
用
、
防
火
対
象
建
物
の
定
期

点
検
、
自
衛
消
防
隊
の
個
別
訓
練
の

実
施
、
防
災
資
機
材
や
備
蓄
品
の
整

備
・
補
充
計
画
の
策
定
、「
防
災
機

器
点
検
日
」
で
の
点
検
実
施
、
全
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
学
園
閉
鎖
期
間
の
導

入
、
空
調
設
定
温
度
の
遵
守
、
冷
暖

房
機
器
お
よ
び
照
明
機
器
の
更
新
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

（
４
）
管
理
・
運
営

　
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
監
査

機
能
の
強
化
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
の

効
率
化
、
周
年
事
業
募
金
の
推
進
、

記
念
式
典
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

の
開
催
、
信
用
格
付
の
受
審
、
教
職

員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
お
よ
び
周
知
啓
発
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
対
応
施
設
の
整
備
、
国

士
舘
史
関
連
事
業
の
推
進

　
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計

画
の
推
進
お
よ
び
円
安
や
人
手
不
足

に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
影
響
に
よ
っ
て

支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
現
状
を

踏
ま
え
、
収
容
定
員
確
保
と
収
支
均

衡
を
大
前
提
に
、
経
費
節
減
と
投
資

す
べ
き
事
業
へ
の
選
択
的
予
算
付
与

並
び
に
次
に
掲
げ
る
取
組
み
に
よ
っ

て
安
定
的
な
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
維
持

と
財
務
基
盤
の
強
化
を
行
い
、
環
境

整
備
計
画
を
強
力
に
推
進
す
る
と
い

う
全
体
方
針
の
下
で
、
令
和
８
年
度

予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整

備
を
実
現
す
る
財
務
基
盤
の
強
化

　
経
常
収
支
差
額
の
黒
字
化
、
資
金

計
画
の
更
新
、
支
払
資
金
の
確
保
と

特
定
資
産
の
繰
入
、
運
用
資
産
の
増

加
、
受
取
利
息
・
配
当
金
の
増
加

（
２
）
予
算
編
成
方
針
の
見
直
し
と

予
算
決
算
差
異
の
縮
小

（
１
）
教
育
・
研
究

①
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
強
化

③
自
己
点
検
・
評
価
、
外
部
評
価
の

推
進

④
教
育
活
動
可
視
化
の
推
進

⑤
副
専
攻
科
目
の
履
修
促
進

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
教
育
支
援

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
・
強
化
、「
メ

デ
ィ
ア
授
業
」
の
制
度
化
、
教
務
系

シ
ス
テ
ム
の
拡
充

⑦
国
士
舘
ア
ス
リ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
講

⑧
図
書
館
の
充
実

　
電
子
資
料
の
充
実
、
個
人
ブ
ー
ス

の
増
設
、
図
書
館
設
置
パ
ソ
コ
ン
の

更
新

⑨
国
際
交
流
の
推
進

　
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
、

海
外
研
修
の
拡
充
、
学
内
国
際
交
流

の
拡
大

⑩
学
術
研
究
支
援
の
推
進

　
若
手
研
究
者
・
大
学
院
生
の
支
援
、

リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
育
成

（
２
）
各
学
部
の
取
組

〔
政
経
学
部
〕
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改

編
、
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
内
容
充

実
化
、〔
体
育
学
部
〕
初
年
次
教
育

の
拡
充
、
学
生
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
、〔
理
工
学
部
〕
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
編
、実
験
室
の
適
合
点
検
、

〔
法
学
部
〕学
部
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
見
据
え
た
コ
ー

ス
の
再
編
、〔
文
学
部
〕
文
学
部
改

革
２
０
２
５
の
促
進
・
検
証
・
改
善
、

文
学
部
創
設
60
周
年
記
念
事
業
の
挙

行
、〔
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
〕
海
外

教
育
機
関
等
と
の
交
流
促
進
、
海
外

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
学
生
の
受
入
、〔
経

営
学
部
〕
企
業
の
実
態
に
基
づ
い
た

教
育
の
拡
充
、
教
育
成
果
と
し
て
の

出
口
戦
略
の
確
立

（
３
）
大
学
院
の
取
組

〔
大
学
院
全
体
の
取
組
〕
入
試
説
明

会
の
推
進
、
研
究
発
表
へ
の
助
成
促

進
、〔
政
治
学
研
究
科
〕
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
と
拡
充
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
、〔
経

済
学
研
究
科
〕
自
己
点
検
・
評
価
結

果
を
活
用
し
た
課
題
の
発
見
・
改
善
、

修
了
生
Ｏ
Ｂ
と
現
役
生
と
の
交
流
会

実
施
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
、〔
経

営
学
研
究
科
〕
特
定
課
題
研
究
コ
ー

ス
の
点
検
と
充
実
、
２
つ
の
コ
ー
ス

の
差
別
化
と
履
修
系
統
図
の
改
善
、

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ス
テ
ム
研
究
科
〕

コ
ー
ス
改
変
に
よ
る
高
度
な
専
門
教

育
の
充
実
、
聴
講
科
目
の
推
進
、〔
救

急
シ
ス
テ
ム
研
究
科
〕
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
履
行
状
況
の
検
証
、研
究
基
盤
・

研
究
支
援
体
制
の
構
築
、〔
工
学
研

究
科
〕
理
工
学
部
と
連
携
を
強
化
し

た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、〔
法

学
研
究
科
〕
新
３
コ
ー
ス
と
横
断
的

な
科
目
の
配
置
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
教
育
課
程
の
検
証
、〔
総
合
知
的

財
産
法
学
研
究
科
〕
学
士
・
修
士
一

貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
設
、
弁
理
士
試

験
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
、〔
人

文
科
学
研
究
科
〕
教
育
課
程
改
革
、

〔
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研
究
科
〕
早

期
履
修
制
度
の
構
築
、
海
外
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築

（
４
）
附
置
研
究
所
等
の
取
組

〔
防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所
〕

Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一
次
救
命
処
置
）
お
よ
び

違
法
薬
物
乱
用
防
止
講
習
の
実
施
、

医
療
従
事
者
（
エ
ジ
プ
ト
国
）
救
急

救
命
研
修
の
受
入
、〔
ウ
エ
ル
ネ
ス
・

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
〕「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」・

「
大
谷
戸
プ
レ
ー
パ
ー
ク
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」

の
実
施

（
５
）
学
生
支
援

①
学
生
支
援
体
制
の
拡
充

　
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
、

多
様
な
背
景
を
持
つ
学
生
の
支
援

②
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
の
充
実

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
・
拡

大
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
、
公

務
員
試
験
対
策
講
座
の
拡
充

③
感
染
症
防
止
対
策
の
促
進

④
健
康
管
理
の
推
進

（
６
）キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
・
社
会
貢
献

①
地
域
へ
の
貢
献
お
よ
び
自
治
体
と

の
連
携
推
進

　
訪
問
学
習
等
へ
の
協
力
支
援
、
地

域
防
災
活
動
へ
の
参
加
支
援
、
太
宰

府
市
と
の
交
流
促
進
、
地
域
自
治
体

と
の
連
携
推
進

②
教
育
研
究
資
源
の
活
用

（
７
）
広
報
活
動

　
国
士
舘
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
推
進
、

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
事
業
に
関
す

る
情
報
発
信
の
強
化
、
学
生
募
集
広

報
の
強
化

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
高

大
接
続
行
事
の
充
実
、
内
部
進
学
制

度
の
充
実
、中
高
一
貫
教
育
の
拡
充
、

英
語
教
育
お
よ
び
海
外
研
修
の
拡

充
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
系

化
、
入
試
広
報
・
教
育
環
境
広
報
の

推
進

体育学部４年　面出　晟生さん

　文部科学省と民間企業が連携し世界へ挑戦
する若者を支援する留学制度「トビタテ！留
学ＪＡＰＡＮ新・日本代表プログラム」に今
年１月末から約２カ月間、面出晟生さん（体
育４年）が参加した。水泳部で副主将を務め
る彼の留学先はハンガリースポーツ科学大
学。東欧のスポーツ先進国での学び
と挑戦の日々を追った。

会
う
人
全
員
に
積
極
的
に
声
を

か
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ

た
面
出
さ
ん
（
手
前
）

ハンガリー留学  トビタテ！で獲得

「
ト
ビ
タ
テ
生
」
と
し
て
留
学
の
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
ん
だ
。

■「
複
合
的
な
運
動
」の
大
切
さ
学
ぶ

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
学
ん
だ
の
は
、
才
能

発
掘
に
特
化
し
た
体
育
教
育
だ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
幼
少
期
に
複
合
的
な
運
動

を
経
験
さ
せ
る
こ
と
だ
。
幼
少
期
か
ら

多
く
の
競
技
に
触
れ
る
こ
と
は
、
子
ど

も
一
人
一
人
の
競
技
適
性
を
見
極
め
、

埋
も
れ
て
い
る
才
能
を
引
き
出
す
と
い

う
。
単
一
競
技
を
重
ん
じ
る
日
本
の
部

活
動
や
学
校
体
育
と
は
異
な
る
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ハ
ン

令和8年度事業計画学校法人国士舘 詳細はホームページに
掲載しています

学校法人国士舘の規模等の概要 （令和8年6月24日現在）
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経
済
学
科
の
助
川
成
也
ゼ

ミ
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
経

済
・
政
治
・
社
会
に
つ
い
て

専
門
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

通
常
の
ゼ
ミ
で
は
、
東
南
ア

ジ
ア
の
持
続
的
な
経
済
成
長

や
政
策
形
成
、
地
域
経
済
統

合
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
専
門

書
の
輪
読
や
発
表
を
通
じ
て

理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
本
ゼ
ミ
の
大
き
な
特
色

は
、
教
室
で
の
学
び
に
と
ど

ま
ら
ず
、
幅
広
い
学
外
活
動

を
通
し
て
実
践
的
な
経
験
を

積
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一

つ
が
、
国
際
交
流
で
す
。
助

川
ゼ
ミ
で
は
、
日
本
で
介
護

福
祉
士
資
格
の
取
得
を
目
指

す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
生

と
の
交
流
会
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
候
補
生
か

ら
、
母
国
を
離
れ
て
日
本
で

学
ぶ
理
由
や
日
常
生
活
な
ど

に
つ
い
て
直
接
話
を
聞
く
こ

と
で
、
異
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
同
世
代

の
努
力
す
る
姿
に
大
き
な
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
本
学
を

含
む
７
大
学
50
人
の
学
生
で

構
成
さ
れ
る
「
首
都
圏
合
同

ゼ
ミ
」
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。「『
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
』

と
国
際
協
調
」
を
共
通
テ
ー

マ
に
掲
げ
、「
国
際
社
会
」「
地

域
」「
歴
史
」
の
３
つ
の
視

点
か
ら
共
同
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
他
大
学
の
学
生
と

議
論
し
、
多
様
な
視
点
や
考

え
方
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と

も
、
大
き
な
学
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
物
流
や
産
業

の
現
場
を
学
ぶ
社
会
見
学
も

ゼ
ミ
活
動
の
特
色
で
す
。
経

済
を
実
社
会
の
中
で
理
解
で

き
、
進
路
を
考
え
る
上
で
も

大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

　
助
川
ゼ
ミ
で
は
、
世
界
の

成
長
セ
ン
タ
ー
と
も
呼
ば
れ

る
東
南
ア
ジ
ア
を
専
門
的
に

学
び
な
が
ら
、
学
外
活
動
を

通
じ
て
視
野
を
広
げ
ら
れ
ま

す
。
授
業
の
学
び
と
実
践
的

な
経
験
を
結
び
付
け
、
多
角

的
な
視
点
を
養
え
る
こ
と

が
、
こ
の
ゼ
ミ
の
大
き
な
魅

力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

助川 成也ゼミ

インドネシア人介護福祉士候補生と交流
する黒瀬さん（後列右端、前列左端が助
川教授）

永吉 英記ゼミ
vol.38

自然体験教室のシュノーケリング後に、
参加した子どもたちと（後列右から３人
目が関口さん）

体
育
学
部
４
年
　

�

関
口
　
麻
耶

　
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学

科
の
永
吉
英
記
ゼ
ミ
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
対
象
の
自
然

体
験
教
室
や
自
然
学
校
な
ど

に
参
加
し
、
環
境
意
識
や
友

人
関
係
、
課
題
解
決
力
の
醸

成
支
援
、
運
動
能
力
の
向
上

を
図
る
指
導
法
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
と
連
携
し

た
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業

や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
携
わ

り
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
に
応
じ

た
効
果
的
な
取
り
組
み
や
環

境
整
備
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
週
１
回
の
ゼ

ミ
活
動
に
加
え
、
休
日
は
学

校
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
実
践

力
を
養
っ
て
い
ま
す
。
活
動

前
に
は
、
役
割
を
分
担
し
た

う
え
で
、
安
全
面
へ
の
配
慮

や
活
動
内
容
の
確
認
を
徹
底

し
、
活
動
後
は
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
関
わ
り
方
や
指
導
方

法
を
議
論
し
、
改
善
を
重
ね

て
い
ま
す
。
実
践
と
振
り
返

り
を
何
度
も
行
う
こ
と
で
、

指
導
力
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
調

性
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

力
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
野
外
活

動
部
と
し
て
も
活
動
し
て
お

り
、
季
節
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
ほ
か
、
毎
年
８

月
の
自
然
体
験
教
室
で
は
、

約
３
週
間
に
わ
た
り
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
沖
縄
県
慶
良

間
諸
島
で
生
活
し
ま
す
。
食

事
や
掃
除
な
ど
の
日
常
生
活

に
加
え
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
や
浜
遊
び
、
島
一
周
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施

し
、
達
成
感
や
協
力
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
自
然

の
中
で
普
段
と
は
異
な
る
生

活
を
送
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
主
体
性
や
挑
戦
心
を

引
き
出
し
、
成
長
に
繋
げ
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
の
共
同
生
活
を

通
し
て
、
子
ど
も
の
感
情
や

行
動
の
変
化
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
一
緒
に
成
長
で
き

る
よ
う
な
活
動
を
心
が
け
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

「
人
生
変
え
る
!
」部
活
も
学
業
も
　
　
　
　
　
か
ら
大
逆
転

ど
ん
底

個
人
面
接
や
模
擬
授
業

４ 

高
等
学
校・中
学
校
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亀
山
歩
教
授

鈴
木
桂
治
教
授

田
中
宏
樹
水
泳
部
専
任
コ
ー
チ

百
々
愛
菜
実
選
手

日本で３２年ぶり  愛知・名古屋で９月開幕
アジア大会に４人出場

　
本
学
所
属
選
手
・
ス
タ
ッ

フ
は
以
下
の
通
り
。（
７
月

22
日
現
在
）

●
白
波
瀬
菜
桜（
し
ら
は
せ
・

な
お
）
／
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ

選
手
団
ス
タ
ッ
フ
３
人  

晴
れ
舞
台

　
第
１
０
２
回
日
本
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
（
Ａ

Ｓ
）
競
技
が
５
月
22
日
か
ら

24
日
、
東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク

柔
道
男
子
団
体
が
準
優
勝

ノ
ー
シ
ー
ド
、明
治
大
と
激
闘

曽
野
選
手 　
　
　

２
位 

女
子
や
り
投
げ

　
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人

選
手
権
大
会
が
４
月
24
日
か

ら
26
日
に
か
け
て
、神
奈
川
・

レ
モ
ン
ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
平

塚
で
開
催
さ
れ
、
女
子
や
り

投
げ
で
曽
野
雅
選
手
（
体
育

３
年
）が
準
優
勝
に
輝
い
た
。

曽
野
選
手
は
、
小
柄
な
体
格

な
が
ら
伸
び
の
あ
る
投
て
き

が
持
ち
味
の
ホ
ー
プ
。
序
盤

こ
そ
出
遅
れ
た
も
の
の
、
４

試
技
目
に
55
㍍
47
の
好
記
録

を
マ
ー
ク
す
る
と
、
最
後
ま

で
安
定
し
た
投
て
き
を
み

せ
、銀
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

　
５
月
に
行
わ
れ
た
関
東
イ

ン
カ
レ
で
も
曽
野
選
手
は
躍

動
。
け
が
の
影
響
も
あ
り
、

１
・
２
試
技
目
は
本
来
の
投

て
き
が
で
き
ず
苦
し
む
も
、

「
仲
間
の
声
援
が
力
に
な
り

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
３
試

技
目
に
好
記
録
を
マ
ー
ク
。

優
勝
に
は
あ
と
一
歩
届
か
な

か
っ
た
が
、
価
値
あ
る
準
優

勝
を
つ
か
ん
だ
。
試
合
後
、

曽
野
選
手
は
、「
来
年
こ
そ

優
勝
と
い
う
結
果
で
チ
ー
ム

に
恩
返
し
し
ま
す
」
と
リ
ベ

ン
ジ
を
誓
っ
た
。

　
体
重
無
差
別
の
団
体
戦
で

争
う
第
75
回
全
日
本
学
生
柔

道
優
勝
大
会
が
６
月
27
・
28

日
、日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

本
学
が
準
優
勝
と
な
っ
た
。

　
ノ
ー
シ
ー
ド
の
厳
し
い
組

み
合
わ
せ
の
中
、「
寝
技
の

国
士
舘
」
を
体
現
す
る
粘
り

強
い
柔
道
で
勝
ち
進
む
と
、

準
決
勝
は
、
ラ
イ
バ
ル
・
東

海
大
学
と
対
戦
。
先
鋒
の
竹

市
裕
亮
選
手
（
体
育
４
年
）

が
約
30
㌔
の
体
重
差
を
感
じ

さ
せ
な
い
気
合
の
引
き
分
け

で
流
れ
を
呼
び
込
む
と
、
次

鋒
の
工
藤
瑠
希
選
手
（
同
３

年
）
が
小
外
刈
で
の
有
効
を

奪
い
先
制
。
勢
い
そ
の
ま
ま

に
畠
山
凱
選
手
（
同
）、
三

木
望
夢
選
手（
同
）、
山
本
由

聖
選
手（
同
２
年
）が
寝
技
で

３
連
勝
を
収
め
、
横
手
和
輝

選
手
（
同
４
年
）
の
豪
快
な

一
本
勝
ち
も
あ
り
５
―
１
の

完
勝
で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　
明
治
大
学
と
の
決
勝
戦
で

は
、
先
鋒
の
竹
市
選
手
が
残

り
時
間
わ
ず
か
で
惜
敗
。
し

か
し
、
こ
こ
で
奮
い
立
っ
た

次
鋒
の
畠
山
選
手
が
鮮
や
か

な
支
え
釣
り
込
み
足
で
勝
利

を
も
ぎ
取
り
、
流
れ
を
引
き

戻
し
た
。
そ
の
後
も
大
将
戦

ま
で
も
つ
れ
る
緊
迫
し
た
展

開
と
な
っ
た
が
、
最
後
は
わ

ず
か
に
力
及
ば
ず
１
―
３
で

悔
し
涙
を
の
ん
だ
。

　
優
勝
に
あ
と
一
歩
届
か
な

か
っ
た
も
の
の
、
本
学
の
気

迫
あ
ふ
れ
る
柔
道
で
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

事前稽古会で熱心に指導する学生ら
＝多摩キャンパス・相撲道場

【柔道部（女子）】
●2026チェコジュニア国際柔道大会（７／４～５）
女子63㌔級
優勝　織茂永愛（体１年）
【剣道部（男子）】
●第74回全日本学生剣道選手権大会（７／４～５）
３位　武本瑠依（体２年）
【空手道部（男子・女子）】
●第13回東アジア空手道選手権大会（５／25～26）
Ｕ21女子組手50㌔級
優勝　岡本美羽（体３年）＝写真
●ＫＡＲＡＴＥ１シリーズＡア・コ
ルーニャ大会（４／24～26）
女子個人形
３位　五十嵐梨紗（体４年）
【日本拳法部】
●日本拳法第39回東日本大学リーグ戦（５／17）
女子の部
優勝　国士舘大学
【居合道部】
●第63回全国居合道高知大会（４／18〜19）
女子二段の部
３位　沖田愛美海（法４年）

　
本
学
相
撲
部
は
、
５
月
３
日
に
東
京
・
多
摩
市
の
多
摩
セ
ン

タ
ー
駅
周
辺
で
行
わ
れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
多
摩
場
所
」
に
協

力
し
た
。

　
多
摩
青
年
会
議
所
主
催
の
同
場
所
に
は
、
市
在
住
の
子
ど
も

約
50
人
が
参
加
し
た
。
相
撲
部
員
ら
は
、
取
組
中
の
主
審
や
副

審
、
選
手
誘
導
な
ど
大
会
運
営
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
子

ど
も
ら
の
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
の
場
を
創
出
し
た
。

　
開
催
前
の
４
月
19
日
に
は
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
相
撲
道
場

で
事
前
稽
古
会
を
実
施
し
た
。
稽
古
会
で
は
、
相
撲
部
員
が
子

ど
も
ら
に
四
股
や
す
り
足
な
ど
の
基
本
的
な
動
作
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
、
相
撲
を
通
じ
た
交
流
を
深
め
た
。

　
学
生
は
「
相
撲
の
魅
力
や
礼
儀
作
法
を
知
っ
て
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
相
撲
を
始
め
る
子
ど
も

た
ち
が
増
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
目
を
細
め
た
。

後藤響選手

　
２
０
２
７
年

シ
ー
ズ
ン
か

ら
、
本
学
サ
ッ

カ
ー
部
の
工
藤

珠
凜
選
手
（
体

育
４
年
）
が
Ｊ

２
チ
ー
ム
の
ベ

ガ
ル
タ
仙
台

に
、
後
藤
響
選

　
工
藤
選
手
は
、
空
中
戦
に

強
い
Ｄ
Ｆ
で
あ
り
、
守
備
陣

を
支
え
る
中
心
選
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　
後
藤
選
手
は
、
左
サ
イ
ド

を
主
戦
場
と
す
る
Ｍ
Ｆ
で
、

高
い
技
術
力
と
推
進
力
の
あ

る
ド
リ
ブ
ル
突
破
が
魅
力
。

　
両
選
手
の
加
入
後
の
活
躍

に
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
初
夏
の
匂
い
が
香
り
始
め

た
７
月
初
旬
。
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
晴
れ
晴
れ
と

し
た
表
情
で
記
者
会
見
に
臨

む
十
種
競
技
・
右
代
啓
祐
選

手
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
約
１
カ
月
前
の
日
本
選
手

権
。
右
代
選
手
は
、
国
士
舘

ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
大
舞

台
に
挑
ん
で
い
た
。
２
日
間

で
「
走
・
跳
・
投
」
を
戦
い

抜
く
過
酷
な
競
技
。
40
年
の

人
生
に
お
け
る
半
分
を
競
技

の
第
一
人
者
と
し
て
走
っ
て

き
た
右
代
選
手
は
、
初
日
を

終
え
、
来
年
の
参
加
標
準
記

録
に
届
か
な
い
こ
と
を
悟
っ

た
。
十
種
競
技
か
ら
の
「
卒

業
」
を
決
断
し
た
瞬
間
だ
っ

た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
で
〝
教
員
〟

の
顔
を
も
つ
右
代
選
手
は
学

生
の
憧
れ
だ
。
鍛
え
あ
げ
ら

い
る
一
人
だ
。
先
生
と
会
っ

た
あ
と
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

一
段
と
熱
が
入
る
。
そ
の
存

在
か
ら
、「
こ
ん
な
自
分
で

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
勇
気
を
も
ら
う
。
競
技
を

超
越
し
、
言
葉
で
は
表
現
し

そ
の
生
き
ざ
ま
に
魅
了
さ
れ
て

だ
強
く
な
り
た
い
」
と
い
う

ア
ス
リ
ー
ト
魂
か
ら
の
決
断

だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
教

壇
に
立
ち
な
が
ら
、
次
世
代

へ
自
身
の
経
験
を
伝
え
続
け

る
。
そ
こ
に
は
、「
競
技
を

発
展
さ
せ
て
い
く
未
来
の
ス

タ
ー
を
育
成
し
た
い
」
と
い

う
十
種
競
技
へ
の
愛
と
、
限

界
に
挑
み
続
け
る
ア
ス
リ
ー

ト
と
し
て
の
生
き
ざ
ま
が
あ

っ
た
。

　
ポ
ス
ト
右
代
啓
祐
を
取
材

す
る
そ
の
と
き
を
楽
し
み

に
、
私
も
研
さ
ん
を
積
ん
で

い
く
。�

（
松
田
柊
斗
）

れ
た
肉
体
と
優
し
さ
あ
ふ
れ

る
人
柄
、
卓
越
し
た
経
験
か

ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
学

生
た
ち
を
導
く
羅
針
盤
と
も

い
え
る
。
私
も
、
広
報
課
員

と
し
て
、
と
き
に
は
ア
ス
リ

ー
ト
と
し
て
導
か
れ
続
け
て

き
れ
な
い
影
響
力
を
も
つ
そ

の
姿
は
ま
さ
に
「
キ
ン
グ
オ

ブ
ア
ス
リ
ー
ト
」
だ
。

　
会
見
で
、
右
代
選
手
は
円

盤
投
げ
競
技
へ
の
挑
戦
を
表

明
し
た
。
日
本
選
手
権
で
感

じ
た
確
か
な
手
応
え
と
「
ま

工藤珠凜選手

　
令
和
８
年
度
新
関
東
大
学

準
硬
式
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

が
３
月
29
日
か
ら
５
月
24
日

に
か
け
て
行
わ
れ
、
本
学
世

田
谷
準
硬
式
野
球
部
が
８
勝

２
敗
勝
ち
点
24
で
リ
ー
グ
優

勝
を
果
た
し
た
。

　
今
季
は
、
４
度
の
完
封
勝

利
を
収
め
る
な
ど
投
手
陣
が

奮
闘
。
打
撃
陣
が
犠
打
や
盗

塁
を
駆
使
し
て
点
数
を
重

ね
、投
手
陣
が
守
り
抜
く「
守

り
勝
つ
野
球
」
を
貫
き
、
春

季
連
覇
の
栄
冠
を
つ
か
ん
だ
。

　
優
勝
を
受
け
５
月
31
日
に

臨
ん
だ
令
和
８
年
度
関
東
地

区
大
学
準
硬
式
全
日
本
大
会

予
選
会
で
は
、
日
本
大
学
と

対
戦
。
先
発
の
寺
﨑
悠
人
投

手
（
文
３
年
）
が
、
粘
り
の

ピ
ッ
チ
ン
グ
を
続
け
投
手
戦

へ
。
均
衡
が
破
れ
た
の
は
４

回
表
。高
橋
丈
選
手（
経

営
３
年
）
が
セ
ー
フ
テ

ィ
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
て

値
千
金
の
先
制
点
を
も

ぎ
取
っ
た
。
追
加
点
こ

そ
奪
え
な
か
っ
た
も
の

の
、
寺
﨑
投
手
が
虎
の

子
の
１
点
を
守
り
切
る

快
投
を
披
露
し
て
完
封

勝
利
。
８
月
21
日
か
ら

石
川
県
で
行
わ
れ
る
全

日
本
選
手
権
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
。

　
第
１
０
０
回
を
迎
え
た
関

東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦

１
部
で
本
学
は
、
前
期
を
２

年
連
続
の
首
位
で
折
り
返
し

た
。
成
績
は
８
勝
１
分
２
敗

で
、
２
位
と
の
勝
ち
点
差
を

５
に
引
き
離
し
て
い
る
。

　
今
季
活
躍
が
光
る
の
は
主

将
の
本
間
凜
選
手
（
体
育
４

年
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
内

定
）。
昨
季
得
点
王
の
実
力

は
健
在
で
、
今
季
も
既
に
10

得
点
を
記
録
し
得
点
ラ
ン
キ

ン
グ
で
ト
ッ
プ
を
走
る
。
昨

アンダンテ：「歩くような速さで」という
意味の音楽の速度標語。本紙記者の取材こ
ぼれ話や本学に関する情報など、緩やかな
タッチでお伝えしています。

工藤選手→ベガルタ仙台　
後藤選手→大分トリニータ

Ｊリーグ加入内定

手
（
21
ア
４
年
）
が
Ｊ
２
・

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
に
加
入
す

る
こ
と
が
内
定
し
た
。

ア
ジ
ア
大
会
に
臨
む
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
の
白
波
瀬
菜
桜
選
手
（
手
前
）、
女
子
新
体
操
の
西
本
愛
実
選
手
、

ラ
オ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
女
子
新
体
操
の
ピ
ラ
パ
ン
デ
・
ペ
ー
ワ
ー
・
ミ
サ
ト
選
手
＝
写
真
上
か
ら

岡
田
佳
乃
選
手

日
本
学
生
陸
上
個
人

関
東
イ
ン
カ
レ

準
決
勝
の
東
海
大
学
戦
で
豪
快
な
一
本
勝
ち
を
決
め

た
横
手
選
手
（
左
）
と
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る
選
手
ら

相
馬
選
手 

十
種
３
位
Ｕ
20
日
本
陸
上
選
手
権

　
第
42
回
Ｕ
20
日
本
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
・
混
成
競
技

が
６
月
６
・
７
日
、
岐
阜
メ

モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
長
良
川

競
技
場
で
行
わ
れ
、
跳
躍
力

と
ス
タ
ミ
ナ
が
武
器
の
ル
ー

キ
ー
、
相
馬
大
翔
選
手
（
体

育
１
年
）
が
十
種
競
技
で
銅

メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
一
部
種

目
で
ミ
ス
が
あ
っ
た
も
の

の
、
円
盤
投
げ
で
は
ト
ッ
プ

に
輝
く
な
ど
堂
々
と
し
た
試

技
で
得
点
を
積
み
重
ね
、
入

学
後
初
の
表
彰
台
に
上
っ
た
。

　
相
馬
選
手
は
、「
優
勝
に

届
か
ず
悔
し
い
結
果
で
し

た
」
と
大
会
を
振
り
返
り
、

「
日
本
一
に
な
れ
る
よ
う
、

日
々
限
界
に
挑
ん
で
い
き
ま

す
」
と
大
学
競
技
生
活
で
の

活
躍
を
誓
っ
た
。

　
ま
た
、
女
子
七
種
競
技
で

岡
本
花
選
手
（
体
育
１
年
）

が
５
位
入
賞
し
た
ほ
か
、
同

時
開
催
の
日
本
選
手
権
で
も

多
く
の
本
学
関
係
選
手
が
入

賞
す
る
な
ど
活
躍
が
光
っ
た
。

相
馬
大
翔
選
手

関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
Ｖ
奪
還
へ

２
年
連
続
首
位
タ
ー
ン

年
度
準
優
勝
で
終
え
た
リ
ー

グ
戦
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
い
、

絶
対
的
エ
ー
ス
と
し
て
勝
利

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
の
関
東
予
選
で

あ
る
ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル
カ
ッ

プ
で
は
、
関
東
１
部
の
強
豪

校
が
軒
並
み
敗
退
す
る
中
、

本
学
は
本
間
選
手
と
２
ト
ッ

プ
を
組
む
小
西
脩
斗
選
手

（
21
ア
４
年
）
が
４
得
点
を

決
め
る
活
躍
を
見
せ
、
存
在

感
を
示
し
た
。
準
決
勝
と
３

位
決
定
戦
で
は
Ｐ
Ｋ
戦
の

末
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
も
の

の
、
３
大
会
ぶ
り
26
回
目
の

夏
の
切
符
を
つ
か
み
取
っ
た
。

世
田
谷
準
硬
式
野
球
部 

全
日
本
へ

　
32
年
ぶ
り
の
日
本
開
催
と
な
る
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

が
９
月
19
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
16
日
間
、
第
５
回
ア
ジ

ア
パ
ラ
競
技
大
会
が
10
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で
の
７
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。
本
学
か
ら
は
４
選
手
が
国
内
外
の
厳

し
い
戦
い
を
勝
ち
抜
き
、
晴
れ
舞
台
へ
の
出
場
権
を
手
に
し

た
。
ま
た
、
選
手
団
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
３
人
の
指
導
者

が
名
を
連
ね
る
。
選
手
ら
は
国
の
誇
り
を
背
負
い
愛
知
・
名

古
屋
２
０
２
６
大
会
で
躍
動
を
誓
う
。

ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

白
波
瀬
菜
桜
選
手
（
体
育
１

年
）が
２
種
目
で
優
勝
、百
々

愛
菜
実
選
手
（
理
工
１
年
）

が
３
位
に
輝
い
た
。

　
白
波
瀬
選
手
は
日
本
代
表

と
し
て
チ
ー
ム
・
テ
ク
ニ
カ

ル
ル
ー
テ
ィ
ン
（
Ｔ
Ｒ
）
と

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
ル
ー
テ

ィ
ン
（
Ａ
Ｒ
）
に
出
場
。
Ｔ

Ｒ
は
「
イ
バ
ラ
」
を
テ
ー
マ

に
、
鋭
さ
と
し
な
や
か
さ
を

表
現
し
た
演
技
を
み
せ
、
Ａ

Ｒ
で
は
「
ハ
ン
タ
ー
」
を
テ

ー
マ
に
高
難
度
の
構
成
を
泳

ぎ
切
り
見
事
優
勝
。
国
際
大

会
で
も
存
在
感
を
放
つ
抜
群

の
演
技
力
で
会
場
を
魅
了

し
、圧
巻
の
２
冠
に
輝
い
た
。

　
百
々
選
手
は
、
国
士
舘
Ａ

Ｓ
ク
ラ
ブ
と
し
て
今
大
会
に

挑
み
、
ソ
ロ
・
Ｔ
Ｒ
で
「
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
確

か
な
技
術
を
披
露
。
優
雅
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
銅
メ
ダ

ル
を
つ
か
み
と
っ
た
。
８
月

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
行
わ
れ
る

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
に
も

出
場
予
定
で
、
さ
ら
な
る
飛

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
第
22
回
Ｕ
20
ア
ジ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
が
５
月
28

日
か
ら
31
日
、
香
港
で
開
催

さ
れ
、
岡
田
佳
乃
選
手
（
体

育
２
年
）
が
女
子
５
０
０
０

㍍
競
歩
で
24
分
42
秒
67
を
マ

ー
ク
し
４
位
に
入
賞
し
た
。

　
初
の
海
外
レ
ー
ス
に
臨
む

岡
田
選
手
に
と
っ
て
、
気
温

29
度
、
湿
度
82
％
と
い
う
厳

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の

ス
タ
ー
ト
。
号
砲
と
同
時
に

３
位
に
つ
け
、
序
盤
か
ら
ハ

イ
ペ
ー
ス
の
レ
ー
ス
を
展
開

し
た
。
終
盤
に
さ
し
か
か
っ

た
約
３
０
０
０
㍍
地
点
で
暫

はっけよい！ちびっ子力士
相撲部「わんぱく相撲多摩場所」サポート

定
５
位
に
後
退
し
た
も
の

の
、
他
国
選
手
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
で
順
位
が
繰
り
上
が
る
。

岡
田
選
手
は
そ
の
事
実
に
も

気
が
つ
か
な
い
ほ
ど
、
一
心

不
乱
に
粘
り
の
歩
き
を
続

け
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
に
４

位
の
吉
報
を
耳
に
し
た
。

　
岡
田
選
手
は
「
当
日
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
う
ま
く
対

応
で
き
ず
、
思
う
よ
う
な
レ

ー
ス
が
で
き
な
か
っ
た
で

す
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ

た
が
、「
９
月
開
催
の
全
日

関東インカレの女子
やり投げで投てきす
る曽野雅選手

岡
田
選
手　
女
子

5０００
㍍
競
歩
４
位

Ｕ
20
ア
ジ
ア
陸
上
選
手
権

本
イ
ン
カ
レ
で
は
記
録
を
さ

ら
に
伸
ば
し
、
メ
ダ
ル
獲
得

を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く

前
を
見
つ
め
た
。

日本代表・白波瀬選手２冠
日本選手権AS　百々選手ソロTRで３位

　白波瀬菜桜（アーティスティックスイミング） 
　日本国内での開催であり、普段は観戦の機会
が少ない方々にも競技を観ていただけることが
とてもうれしいです。競技の魅力や感動を伝え
られるように練習に励み、大会では自分たちの
ベストな演技を披露し、出場する全種目でメダ
ル獲得を目指します。
　西本愛実（女子新体操）　普段は海外で試合
をすることが多いですが、今大会では日本語の
声援を多く受けながら演技できることをうれし
く思います。まずは自分たち自身が一番演技を
楽しみ、観てくださる皆さんを演技の世界観に
引き込めるよう、精一杯頑張ります。
　ピラパンデ・Ｐ・ミサト（女子新体操）＝ラ
オス代表　名古屋は祖母のふるさとであり、縁
がある地で競技できることがとても幸せです。
楽しみながら最後まで自分らしく演技し、新体
操がもつ格好よさや美しさを多くの方々に届け
られるよう頑張ります。

［
凡
例
］
氏
名
／
出
場

種
目
／
所
属
／
出
身
地

ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
・
チ
ー
ム

／
体
育
学
部
１
年
／
東
京
都

●
西
本
愛
実
（
に
し
も
と
・

め
ぐ
み
）
／
新
体
操
・
団
体

総
合
／
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

１
年
／
愛
媛
県

●
ピ
ラ
パ
ン
デ・ペ
ー
ワ
ー・

ミ
サ
ト
／
新
体
操
・
個
人
総

合
／
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
３

年
／
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和

国●
嶋
田
さ
ら
ら
（
し
ま
だ
・

さ
ら
ら
）
／
空
手
道
・
女
子

組
手
61
㌔
級
／
本
学
空
手
道

部
専
任
コ
ー
チ
、
令
和
６
年

体
育
学
部
卒
／
千
葉
県

●
亀
山
歩
（
か
め
や
ま
・
あ

ゆ
み
）
／
空
手
道
・
コ
ー
チ

／
体
育
学
部
教
授
／
宮
城
県

●
鈴
木
桂
治
（
す
ず
き
・
け

い
じ
）
／
柔
道
男
子
・
代
表

監
督
／
体
育
学
部
教
授
／
茨

城
県

●
田
中
宏
樹
（
た
な
か
・
こ

う
き
）
／
パ
ラ
水
泳
・
コ
ー

チ
／
本
学
水
泳
部
専
任
コ
ー

チ
／
埼
玉
県

嶋
田
さ
ら
ら
選
手

感動伝える / 世界観表現 / 祖母の故郷 幸せ

全
日
本
選
手
権
へ
の
切
符
を

獲
得
し
歓
喜
す
る
選
手
ら

　《
選
手
》

　《
ス
タ
ッ
フ
》

全
日
本
学
生
柔
道

優
勝
大
会

フォート・キシモト提供

フォート・キシモト提供

ゲッティ・イメージズ提供

活躍するスポーツ
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